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東日本高速道路株式会社　

設　　計　　図

高梨高架橋（上下線）

上信越自動車道 豊洲高架橋耐震補強工事



高梨高架橋（下り線）Ｐ１０橋脚　ＲＣ巻立て一般図

高梨高架橋（下り線）Ｐ１０橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１）

高梨高架橋（下り線）Ｐ１０橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２）

高梨高架橋（上り線）Ｐ９橋脚（Ｐ８側）縁端拡幅工Ｂ 詳細図（その１）

高梨高架橋（上り線）Ｐ９橋脚（Ｐ８側）縁端拡幅工Ｂ 詳細図（その２）

高梨高架橋（上り線）Ｐ２橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図 高梨高架橋（上り線）Ｐ９橋脚（Ｐ１０側）縁端拡幅工Ｂ 詳細図（その１）

高梨高架橋（上り線）Ｐ３橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図 高梨高架橋（上り線）Ｐ９橋脚（Ｐ１０側）縁端拡幅工Ｂ 詳細図（その２）

高梨高架橋（上り線）Ｐ４橋脚　ＲＣ巻立て一般図 61 ～ 75 高梨高架橋（上り線）Ａ１橋台　落橋防止構造Ｕ１－Ｑ１　構造図（その１）～（その１５）

高梨高架橋（上り線）Ｐ４橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１） 76 高梨高架橋（上り線）Ａ１橋台　落橋防止構造Ｕ１－Ｑ１　構造図（参考図）

高梨高架橋（上り線）Ｐ４橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２） 7777 ～ 89 高梨高架橋（上り線）Ｐ１橋脚（Ａ１側）落橋防止構造Ｕ１－Ｑ２　構造図（その１）～（その１３）

高梨高架橋（上り線）Ｐ６橋脚　ＲＣ巻立て一般図 90 高梨高架橋（上り線）Ｐ１橋脚（Ａ１側）落橋防止構造Ｕ１－Ｑ２　構造図（参考図）

高梨高架橋（上り線）Ｐ６橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１） 91 高梨高架橋（上り線）Ｐ１橋脚（Ｐ２側）落橋防止構造Ｃ１－Ｑ１　構造図（その１）

高梨高架橋（上り線）Ｐ６橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２） 92 高梨高架橋（上り線）Ｐ１橋脚（Ｐ２側）落橋防止構造Ｃ１－Ｑ１　構造図（その２）

高梨高架橋（上り線）Ｐ７橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図 93 高梨高架橋（上り線）Ｐ１０橋脚（Ｐ１１側）落橋防止構造Ｃ１－Ｑ２　構造図（その１）

高梨高架橋（上り線）Ｐ８橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図 94 高梨高架橋（上り線）Ｐ１０橋脚（Ｐ１１側）落橋防止構造Ｃ１－Ｑ２　構造図（その２）

高梨高架橋（上り線）Ｐ９橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図 高梨高架橋（上り線）Ａ２橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｑ３　構造図（その１）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１０橋脚　ＲＣ巻立て一般図 高梨高架橋（上り線）Ａ２橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｑ３　構造図（その２）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１０橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１） 高梨高架橋（下り線）Ｐ９橋脚（Ｐ８側）落橋防止構造Ｃ１－Ｑ４　構造図（その１）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１０橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２） 高梨高架橋（下り線）Ｐ９橋脚（Ｐ８側）落橋防止構造Ｃ１－Ｑ４　構造図（その２）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１２橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図 高梨高架橋（下り線）Ｐ１０橋脚（Ｐ１１側）落橋防止構造Ｃ１－Ｑ５　構造図（その１）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１３橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図 高梨高架橋（下り線）Ｐ１０橋脚（Ｐ１１側）落橋防止構造Ｃ１－Ｑ５　構造図（その２）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１４橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図 高梨高架橋（下り線）Ｐ９橋脚（Ｐ１０側）縁端拡幅工Ｂ 詳細図（その１）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１５橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図 高梨高架橋（下り線）Ｐ９橋脚（Ｐ１０側）縁端拡幅工Ｂ 詳細図（その２）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１６橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図 高梨高架橋（上り線）Ｐ１０橋脚（Ｐ９側）落橋防止構造Ｍ－Ｑ１ 構造図（その１）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１７橋脚　ＲＣ巻立て一般図 高梨高架橋（上り線）Ｐ１０橋脚（Ｐ９側）落橋防止構造Ｍ－Ｑ１ 構造図（その２）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１７橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１） 105 高梨高架橋（上り線）Ｐ１０橋脚（Ｐ９側）落橋防止構造Ｍ－Ｑ２ 構造図（その１）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１７橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２） 106 高梨高架橋（上り線）Ｐ１０橋脚（Ｐ９側）落橋防止構造Ｍ－Ｑ２ 構造図（その２）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１８橋脚　ＲＣ巻立て一般図 107 高梨高架橋（上り線）はく落防止対策工Ｂ１　一般図

高梨高架橋（上り線）Ｐ１８橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１） 108 高梨高架橋（上り線）はく落防止対策工Ｂ１　詳細図

高梨高架橋（上り線）Ｐ１８橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２） 高梨高架橋　鉄道保安要員　配置図

高梨高架橋（上り線）Ｐ１９橋脚　ＲＣ巻立て一般図 110 ～ 112 高梨高架橋　交通保安要員　配置図（その１）～（その３）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１９橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１） 113 高梨高架橋　通行止め計画図（参考図）

高梨高架橋（上り線）Ｐ１９橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２） 114 ～ 118 高梨高架橋　重機配置図（その１）（参考図）～（その５）（参考図）

高梨高架橋（上り線）Ｐ２０橋脚　ＲＣ巻立て一般図 119 ～121 高梨高架橋　資材搬入　横引き（その１）（参考図）～（その３）（参考図）

高梨高架橋（上り線）Ｐ２０橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１） 122 高梨高架橋　配線系統図（その１）（参考図）

高梨高架橋（上り線）Ｐ２０橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２） 高梨高架橋　配線系統図（その２）（参考図）

高梨高架橋（上り線）Ｐ２１橋脚　ＲＣ巻立て一般図

高梨高架橋（上り線）Ｐ２１橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１）
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18 高梨高架橋（上り線）Ｐ１橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図 58

19 59

10 ～ 11 高梨高架橋（上り線）　構造物掘削図（普通部Ａ）（その１）～（その２） 55

12 ～ 15 高梨高架橋（上下線）　構造物掘削図（普通部Ａ）（その３）～（その６） 56

16 ～ 17 高梨高架橋（上り線）　構造物掘削図（普通部Ａ）（その７）～（その８） 57

5 ～ 6 高梨高架橋（上下線）　橋梁一般図（その１）～（その２） 53 高梨高架橋（下り線）Ｐ９橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

7 ～ 9 高梨高架橋（上下線）　耐震補強一般図（その１）～（その３） 54

【  図 面 目 録  】

図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称

1 ～ 4 高梨高架橋　数量総括表（１）～（４） 52 高梨高架橋（上り線）Ｐ２１橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２）



高梨高架橋 数量総括表（１）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋 数量総括表（１）

ー

1 / 123



高梨高架橋 数量総括表（２）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋 数量総括表（２）

ー

2 / 123



高梨高架橋 数量総括表（３）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋 数量総括表（３）

ー

3 / 123



高梨高架橋 数量総括表（４）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋 数量総括表（４）

ー

4 / 123
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適 用 基 準
R2設計要領 第二集 保全編

使 用 材 料

耐 震 補 強 設 計 条 件

コンクリート

鉄 筋

σck=30N/mm2

SD345

活  荷  重 B活荷重

補 強 内 容 橋脚

RC巻立て              ：P4A, P6A, P10A, P17A, P18A, P19A, P20A, P21A, P10B

炭素繊維巻立て工(段落し)：P1A, P2A, P3A, P12A, P13A, P14A, P15A, P16A

炭素繊維巻立て工(せん断)：P1A, P7A, P8A, P9A, P9B

H24道路橋示方書・同解説 Ⅳ下部工編 Ⅴ耐震設計編

高梨高架橋（上下線）　耐震補強一般図(その１)

側面図(上り線)

S=1:1250

側面図(下り線)

平面図

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:1250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋（上下線） 耐震補強一般図(その１)
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適 用 示 方 書

形       式

縦 断 勾 配

H2道路橋示方書・同解説 Ⅰ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

道 路 区 分

有 効 幅 員

TL-20  TT-43

上り線 9250～15663

下り線

横 断 勾 配

桁　　　 長

1種　2級　B規格

 荷    重

PC単純ポストテンションⅠ桁, PC・RC8径間連続中空床版

σck=240kg・f/cm2

k ＝0.25

使 用 材 質

k ＝0

建 設 時 設 計 条 件

h水平震度地 震 係 数 V

上 部 工

2.000%

鉛直震度

SD345

上り線 38.300+144.900+19.545+193.765

38.300+41.580+36.940+66.370+19.545+193.765

下り線

上り線

1.650% 0.690%VC

鉄 筋

PC 主桁

橋　　　 長 396 900m

PC単純ポストテンション T桁, RC12径間連続中空床版

PC単純ポストテンションⅠ桁, RC3径間連続中空床版

PC単純ポストテンション箱桁, RC4径間連続中空床版

PC単純ポストテンション T桁, RC12径間連続中空床版

斜　　角

下り線 9250～12928

A1;左　65°53'12" 　 P1;左　66°06'24" 　
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床　版

横  桁
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σck=300kg・f/cm2

SD345(場所打RC杭)

5750 5750

CL

CL

CL

2
00

2
00

9509250700

7501500

10900

35003500

2.00%

P.H

下り線

PC単純プレテンション T桁

250 450 680
270

550 950 9250 700

750 1500

10900

3500 3500

2.00%

P.H

50010@970=9700700

250450680
270

550

550
550

1100

(P9B～P10B)

上り線

PC単純プレテンション T桁

(P9A～P10A)

アスファルト舗装　t＝75mmアスファルト舗装　t＝75mm

1
0
70

7575

5750 5750

CL

PC単純プレテンション T桁

PC単純プレテンション T桁

2.00%

500 10@970=9700 700

1
0
702.00%

下り線 上り線

(P1A～P5A)

上り線

(P1B～P4B)

下り線

下り線 上り線

CL

高梨高架橋（上下線）　橋梁一般図(その２) S=1:250

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋（上下線） 橋梁一般図(その２)
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使 用 材 料

耐 震 補 強 設 計 条 件

コンクリート

鉄 筋

σck=30N/mm2

SD345

活  荷  重 B活荷重

補 強 内 容 橋脚

RC巻立て              ：P4A, P6A, P10A, P17A, P18A, P19A, P20A, P21A, P10B

炭素繊維巻立て工(段落し)：P1A, P2A, P3A, P12A, P13A, P14A, P15A, P16A

炭素繊維巻立て工(せん断)：P1A, P7A, P8A, P9A, P9B

H24道路橋示方書・同解説 Ⅳ下部工編 Ⅴ耐震設計編

高梨高架橋（上下線）　耐震補強一般図(その１)

側面図(上り線)

S=1:1250

側面図(下り線)

平面図

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:1250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋（上下線） 耐震補強一般図(その１)
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高梨高架橋（上下線）　耐震補強一般図(その２) S=1:400

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:400 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋（上下線） 耐震補強一般図(その２)
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高梨高架橋（上下線）　耐震補強一般図(その３) S=1:400

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:400 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋（上下線） 耐震補強一般図(その３)
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炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  鉛直方向 1層

目付200ｇ/m  水平方向 1層

炭素繊維巻立て工

目付300ｇ/m  鉛直方向 1層

目付200ｇ/m  水平方向 1層

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  鉛直方向 1層
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炭素繊維巻立て工Ａ１
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平　面　図

炭素繊維シート施工断面図

正 面 図 側 面 図

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 

樹脂下塗り

Ｂ１

2

樹脂上塗り

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 2

樹脂上塗り

樹脂下塗り

鉛直方向 1層

水平方向 1層

既設柱コンクリート

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維シート 目付300ｇ/m 

樹脂下塗り
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樹脂上塗り
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樹脂上塗り
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水平方向 1層
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定着鋼板詳細図 S=1:50
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炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ
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樹脂下塗り
2
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位 置 図

炭素繊維巻立て工
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炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層

200 200

用地境界

▽336.972

重ね継手詳細

200mm以上炭素繊維シート

コンクリート材料

既設

コンクリート

σck=24N/mm2

柱面曲り部詳細図 S=1:125

炭素繊維シート

既設柱

R=50

2)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、

1)施工にあたっては、現地計測を実施して

鉄筋を切らないようにすること。

構造寸法を再確認すること。

HDZT49とする。

ナット、座金及びアンカーボルトは溶融亜鉛めっき

3)鋼板材質は全てSS400とする。

6)鋼板のボルト孔明け位置は上記のアンカーボルト位置に

5)アンカーボルト孔明け位置は現場にて鉄筋位置を調査の上、

　　決定すること。

　　合わせること。

4)鋼板は溶融亜鉛めっきHDZT77とする。

注記）
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7)炭素繊維シート端部の機械式定着に用いる鋼板は、長さ110cm、

　　幅15cm、かつ厚さ9mm以上、また、アンカーポルトはM-20以上とする。

引張弾性率

(2.45±0.36)×10

炭素繊維シート性能表

3400200

(N/mm )
引張強度

(g/m )
繊維目付

5 0.111

設計厚さ
(mm)

備考

高強度型

2 2 (N/mm )2

(2.45±0.36)×103400300 5 0.167 高強度型

炭素繊維巻立て下地処理工
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炭素繊維巻立て工

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  鉛直方向 1層

目付200ｇ/m  水平方向 1層

炭素繊維巻立て工

目付300ｇ/m  鉛直方向 1層

目付200ｇ/m  水平方向 1層

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

高梨高架橋（上り線）Ｐ１橋脚

炭素繊維巻立て工　詳細図

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚 炭素繊維巻立て工　詳細図 S=1:250 18 / 123
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目付200ｇ/m  水平方向 1層2

平　面　図

引張弾性率

(2.45±0.36)×10

炭素繊維シート性能表

3400200
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引張強度
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繊維目付

5 0.111

設計厚さ
(mm)

備考

高強度型
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(2.45±0.36)×103400300 5 0.167 高強度型

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）
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不陸修正用エポキシパテ
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

高梨高架橋（上り線）Ｐ２橋脚

炭素繊維巻立て工　詳細図

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ２橋脚 炭素繊維巻立て工　詳細図 S=1:250 19 / 123



・施工にあたっては、現地計測を実施して

構造寸法を再確認すること。

注記）

重ね継手詳細

200mm以上炭素繊維シート

コンクリート材料

既設

コンクリート

σck=24N/mm2

炭素繊維シート施工断面図

柱面曲り部詳細図 S=1:125

炭素繊維シート

既設柱

R=50

引張弾性率

(2.45±0.36)×10

炭素繊維シート性能表

3400200

(N/mm )
引張強度

(g/m )
繊維目付

5 0.111

設計厚さ
(mm)

備考

高強度型

2 2 (N/mm )2

(2.45±0.36)×103400400 5 0.222 高強度型

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維シート 目付400ｇ/m 

樹脂下塗り

Ｂ３

2

樹脂上塗り

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 2

樹脂上塗り

樹脂下塗り

鉛直方向 1層

水平方向 1層

既設柱コンクリート

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 

樹脂下塗り

Ｂ１

2

樹脂上塗り
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樹脂上塗り

樹脂下塗り
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Ａ１
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既設柱コンクリート

(2.45±0.36)×103400600 5 0.333 高強度型

側 面 図
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炭素繊維巻立て工
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目付200ｇ/m  鉛直方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

目付400ｇ/m  鉛直方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

目付200ｇ/m  鉛直方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

目付600ｇ/m  鉛直方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

目付600ｇ/m  鉛直方向 1層2

正 面 図

平　面　図
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下り線

上り線
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位 置 図

段落し位置②
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段落し位置①
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▽336.091

用地境界

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維巻立て下地処理工 炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

目付400ｇ/m  鉛直方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

目付200ｇ/m  鉛直方向 1層2

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

高梨高架橋（上り線）Ｐ３橋脚

炭素繊維巻立て工　詳細図

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ３橋脚 炭素繊維巻立て工　詳細図 S=1:250 20 / 123



工   種 仕 様

使用材料

コンクリート kg/cm240

鉄　筋

コンクリートA1-5 N/mm30

鉄　筋 SD345

既設部

補強部

SD345
2

2

A1

下り線

上り線

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17 P18 P19 P20 P21 A2

位 置 図

平 面 図

正 面 図 側 面 図
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1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

▽335.932

用地境界

9
54

▽335.932

9
54

コンクリート表面処理工
耐震補強用

シール材

躯体

躯体

基礎工

巻
立

て
高

5
巻

立
て
高

250

250

コンクリート表面処理工
耐震補強用

巻立て部(下部)

250

30

30

巻立て部(上部)

巻立て部詳細図 S=1:25

RC巻立て

t=250

RC巻立て

t=250

a a

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ４橋脚

ＲＣ巻立て一般図

高梨高架橋(上り線) Ｐ４橋脚 ＲＣ巻立て一般図 S=1:250 21 / 123



正面図
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正面図
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側面図
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高梨高架橋(上り線)  Ｐ４橋脚  ＲＣ巻立て配筋図(その１) S=1:100

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ４橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その1)
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組立筋加工図(参考図)

20
(M12ネジ加工)

8C 74-D13x250

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39
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143

断面図断面図
5 - 5

D：鉄筋径（呼び径) 16mm

フレア溶接詳細図

a：のど厚　　     3.2mm

D16

20 10D=160 20

差し筋アンカー

削孔
φ18ｘ58

（M12×52）

M12×20

組立て筋アンカー詳細図(参考図)
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1.注）

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

4.          は、ガス圧接継手位置を示す。G

5. 定着鉄筋（軸方向鉄筋）が一本物で、橋脚の張出し等により

建込みでできない場合は、分割（ガス圧接継手）とする。
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鉄筋表

記 号 径
長さ

本数
単位質量 質量

摘  要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

C1 D22 3300 12 3.04 10.0 120

C3

D22 7590 18 3.04 23.1 416

C2 D22 4300 3.04 13.1 157

C5

D16 5810 94 1.56 9.06 852 (94)

[12]

C4

D22 7150 16 3.04 21.7 347
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D22 624 kg

合計 1,476 kg (94)

フレア溶接(D16) 94 箇所

箇所

SD345

SD345

[24]
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ガス圧接箇所

コンクリート削孔(φ32,L=450) 42

D16 852 kg (94) SD345

鉄筋Ｔ
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鉄筋Ｔ１

12
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12 [12]

5C

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ４橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その2)

高梨高架橋(上り線)  Ｐ４橋脚  ＲＣ巻立て配筋図(その２) S=1:100 23 / 123



工   種 仕 様

使用材料

コンクリート kg/cm240

鉄　筋

コンクリートA1-5 N/mm30

鉄　筋 SD345

既設部

補強部
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下り線

上り線
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平 面 図

正 面 図 側 面 図

RC巻立て
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1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

用地境界
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コンクリート表面処理工
耐震補強用

巻立て部(下部)
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30

巻立て部(上部)

巻立て部詳細図 S=1:25

RC巻立て

t=250

RC巻立て

t=250

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ６橋脚

ＲＣ巻立て一般図

高梨高架橋(上り線) Ｐ６橋脚 ＲＣ巻立て一般図 S=1:250 24 / 123
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正面図 正面図 側面図

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ６橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その１)

高梨高架橋(上り線) Ｐ６橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その１) S=1:100 25 / 123



組立筋加工図(参考図)

20
(M12ネジ加工)

3C 72-D13x250

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39

124

6
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61

143

鉄筋表

記 号 径
長さ

本数
単位質量1本当り質量 質量

摘  要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

C1 D22 6970 40 3.04 21.2 848

C2 D16 5810 92 1.56 9.06 834 (92)

フレア箇所

D22 848 kg

合計 1,682 kg (92)

フレア溶接(D16) 92 箇所

SD345

SD345

断面図断面図

5 - 5

D：鉄筋径（呼び径) 16mm

フレア溶接詳細図

a：のど厚　　     3.2mm

D16

20 10D=160 20

差し筋アンカー

削孔
φ18ｘ58

（M12×52）

M12×20

組立て筋アンカー詳細図(参考図)
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.
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3C D13

主　筋 頂版・底版スターラップ 側壁スターラップ

RR R R
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主　　　　筋 スターラップ

θ≦90ﾟ θ=135ﾟ θ=90ﾟ

径 R=3φ R=5.5φ 径 R=2.5φ

R a △L R a △L R a △L

D13 39 61 17 71.5 56 3 D13 32.5 51 14

D16 48 75 21 88.0 69 4 D16 40.0 63 17

D19 57 89 25 104.5 82 5 θ=45ﾟ

D22 66 104 28 121.0 95 5 径 R=2.5φ

D25 75 118 32 137.5 108 6 R a △L

D29 87 137 37 159.5 125 7 D13 32.5 77 80

D32 96 151 41 176.0 138 8 D16 40.0 94 99
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凡 例

1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

S=1:40

S=1:4

S=1:20

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ６橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その２)

高梨高架橋(上り線) Ｐ６橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その２) S=1:100 26 / 123



・施工にあたっては、現地計測を実施して

構造寸法を再確認すること。

注記）

重ね継手詳細

200mm以上炭素繊維シート

コンクリート材料

既設

コンクリート

σck=24N/mm2

炭素繊維シート施工断面図

柱面曲り部詳細図 S=1:125

炭素繊維シート

既設柱

R=50

引張弾性率

(2.45±0.36)×10

炭素繊維シート性能表

3400200

(N/mm )
引張強度

(g/m )
繊維目付

5 0.111

設計厚さ
(mm)

備考

高強度型

2 2 (N/mm )2
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炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工
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樹脂下塗り
2

樹脂上塗り
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左柱 右柱

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

正 面 図 側 面 図

平　面　図

A1

下り線

上り線
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位 置 図
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用地境界
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

高梨高架橋(上り線) Ｐ７橋脚

炭素繊維巻立て工　詳細図

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ７橋脚 炭素繊維巻立て工　詳細図 S=1:250 27 / 123



・施工にあたっては、現地計測を実施して

構造寸法を再確認すること。

注記）

重ね継手詳細

200mm以上炭素繊維シート

コンクリート材料

既設

コンクリート

σck=24N/mm2

炭素繊維シート施工断面図

柱面曲り部詳細図 S=1:125

炭素繊維シート

既設柱

R=50

引張弾性率

(2.45±0.36)×10

炭素繊維シート性能表

3400200

(N/mm )
引張強度

(g/m )
繊維目付

5 0.111

設計厚さ
(mm)

備考

高強度型

2 2 (N/mm )2

Ａ１

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 
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炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

左柱 右柱

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

正 面 図 側 面 図

平　面　図
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位 置 図

用地境界
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

高梨高架橋(上り線) Ｐ８橋脚

炭素繊維巻立て工　詳細図

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ８橋脚 炭素繊維巻立て工　詳細図 S=1:250 28 / 123



・施工にあたっては、現地計測を実施して

構造寸法を再確認すること。

注記）
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引張弾性率

(2.45±0.36)×10

炭素繊維シート性能表

3400200
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引張強度
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繊維目付

5 0.111

設計厚さ
(mm)

備考

高強度型

2 2 (N/mm )2

炭素繊維シート施工断面図

Ａ１

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 

樹脂下塗り
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重ね継手詳細

200mm以上炭素繊維シート

コンクリート材料
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コンクリート

σck=24N/mm2

柱面曲り部詳細図 S=1:125
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

高梨高架橋(上り線) Ｐ９橋脚

炭素繊維巻立て工　詳細図

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ９橋脚 炭素繊維巻立て工　詳細図 S=1:250 29 / 123
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RC巻立て

t=250

RC巻立て

t=250

RC巻立て

t=250

1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

境界杭
構造物近接限界
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コンクリート表面処理工
耐震補強用
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コンクリート表面処理工
耐震補強用

巻立て部(下部)
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巻立て部(上部)

巻立て部詳細図 S=1:25

RC巻立て

t=250

RC巻立て

t=250

工   種 仕 様

使用材料

コンクリート kg/cm240

鉄　筋

コンクリートA1-5 N/mm30

鉄　筋 SD345

既設部

補強部

SD345
2

2

1
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46

2500

既設はく落防止対策撤去

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚

ＲＣ巻立て一般図

高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚 ＲＣ巻立て一般図 S=1:250 30 / 123
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側面図

P9橋脚 P11橋脚

2C D16

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その１)

高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その１) S=1:100 31 / 123



組立筋加工図(参考図) S=1:20

20
(M12ネジ加工)

3C 56-D13x250

※1本/約1ｍ2程度、設置する。
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鉄筋表

記 号 径
長さ

本数
単位質量1本当り質量 質量

摘  要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

C1 D22 6380 36 3.04 19.4 698

C2 D16 5110 84 1.56 7.97 669 (84)

フレア箇所

D22 698 kg

合計 1,367 kg (84)

フレア溶接(D16) 84 箇所
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断面図断面図
5 - 5

：非定着筋

凡 例

D：鉄筋径（呼び径) 16mm

フレア溶接詳細図

a：のど厚　　     3.2mm

D16

20 10D=160 20

差し筋アンカー

削孔
φ18ｘ58

（M12×52）

M12×20

組立て筋アンカー詳細図(参考図) S=1:4
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D16 3
.
2

既設橋脚

3C D13

主　筋 頂版・底版スターラップ 側壁スターラップ

RR R R

ΔL=2R-a

主　　　　筋 スターラップ

θ≦90ﾟ θ=135ﾟ θ=90ﾟ

径 R=3φ R=5.5φ 径 R=2.5φ

R a △L R a △L R a △L

D13 39 61 17 71.5 56 3 D13 32.5 51 14

D16 48 75 21 88.0 69 4 D16 40.0 63 17

D19 57 89 25 104.5 82 5 θ=45ﾟ

D22 66 104 28 121.0 95 5 径 R=2.5φ

D25 75 118 32 137.5 108 6 R a △L

D29 87 137 37 159.5 125 7 D13 32.5 77 80

D32 96 151 41 176.0 138 8 D16 40.0 94 99

D35 105 165 45 192.5 151 8

D38 114 179 49 209.0 164 9

φ φ φ φ

θ
θ
=90ﾟ

θ
=90ﾟ

θ=45ﾟ

12φ 100 12φ
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鉄 筋 加 工 寸 法 表

D51 153 240 66 280.5 220 12
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フレア溶接
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C

かぶり詳細図 S=1:40
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帯鉄筋

柱主鉄筋

既
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ト

143107

フーチング

組立用アンカー

3C D13

2C D16

D221C
コンクリート表面処理工
耐震補強用

D16 669 kg (84) SD345

1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その２)

高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その２) S=1:100 32 / 123



・施工にあたっては、現地計測を実施して

構造寸法を再確認すること。

注記）

正 面 図

側 面 図

平　面　図

A LINE

引張弾性率

(2.45±0.36)×10

炭素繊維シート性能表

3400200

(N/mm )
引張強度

(g/m )
繊維目付

5 0.111

設計厚さ
(mm)

備考

高強度型

2 2 (N/mm )2

重ね継手詳細

200mm以上炭素繊維シート

炭素繊維シート施工断面図

Ａ１

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 

樹脂下塗り
2

樹脂上塗り

水平方向 1層

既設柱コンクリート

柱面曲り部詳細図 S=1:125

炭素繊維シート

既設柱
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Ｂ１

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 

樹脂下塗り
2

樹脂上塗り

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 2

樹脂上塗り

樹脂下塗り

鉛直方向 1層

水平方向 1層

既設柱コンクリート

コンクリート材料

既設

コンクリート

σck=24N/mm2
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位 置 図

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

高梨高架橋(上り線) Ｐ１２橋脚

炭素繊維巻立て工　詳細図

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ１２橋脚 炭素繊維巻立て工　詳細図 S=1:250 33 / 123



・施工にあたっては、現地計測を実施して

構造寸法を再確認すること。

注記）

引張弾性率

(2.45±0.36)×10

炭素繊維シート性能表

3400200

(N/mm )
引張強度

(g/m )
繊維目付

5 0.111

設計厚さ
(mm)

備考

高強度型

2 2 (N/mm )2

重ね継手詳細

200mm以上炭素繊維シート

炭素繊維シート施工断面図

Ａ１

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 

樹脂下塗り
2

樹脂上塗り

水平方向 1層

既設柱コンクリート

柱面曲り部詳細図 S=1:125

炭素繊維シート

既設柱

R=50

Ｂ１

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工
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炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  鉛直方向 1層2
目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  鉛直方向 1層2
目付200ｇ/m  水平方向 1層2
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位 置 図
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段落し位置①
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

高梨高架橋(上り線) Ｐ１３橋脚

炭素繊維巻立て工　詳細図

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ１３橋脚 炭素繊維巻立て工　詳細図 S=1:250 34 / 123



・施工にあたっては、現地計測を実施して

構造寸法を再確認すること。

注記）

引張弾性率

(2.45±0.36)×10

炭素繊維シート性能表

3400200

(N/mm )
引張強度

(g/m )
繊維目付

5 0.111

設計厚さ
(mm)

備考

高強度型

2 2 (N/mm )2

重ね継手詳細

200mm以上炭素繊維シート

炭素繊維シート施工断面図

Ａ１

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 

樹脂下塗り
2

樹脂上塗り

水平方向 1層

既設柱コンクリート

柱面曲り部詳細図 S=1:125

炭素繊維シート

既設柱

R=50

Ｂ１

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 

樹脂下塗り
2

樹脂上塗り

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 2

樹脂上塗り

樹脂下塗り

鉛直方向 1層

水平方向 1層

既設柱コンクリート

コンクリート材料
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炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  鉛直方向 1層2
目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  鉛直方向 1層2
目付200ｇ/m  水平方向 1層2

左柱 右柱

段落し位置①

2
2
53

用地境界

用地境界

▽335.180

9
70

▽335.180

9
70

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

高梨高架橋(上り線) Ｐ１４橋脚

炭素繊維巻立て工　詳細図

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ１４橋脚 炭素繊維巻立て工　詳細図 S=1:250 35 / 123



・施工にあたっては、現地計測を実施して

構造寸法を再確認すること。

注記）

引張弾性率

(2.45±0.36)×10

炭素繊維シート性能表

3400200

(N/mm )
引張強度

(g/m )
繊維目付

5 0.111

設計厚さ
(mm)

備考

高強度型

2 2 (N/mm )2

重ね継手詳細

200mm以上炭素繊維シート

炭素繊維シート施工断面図

Ａ１

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 

樹脂下塗り
2

樹脂上塗り

水平方向 1層

既設柱コンクリート

柱面曲り部詳細図 S=1:125

炭素繊維シート

既設柱

R=50

Ｂ１

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 

樹脂下塗り
2

樹脂上塗り

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 2

樹脂上塗り

樹脂下塗り

鉛直方向 1層

水平方向 1層

既設柱コンクリート

コンクリート材料

既設

コンクリート

σck=24N/mm2

正 面 図 A LINE

平　面　図
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下り線

上り線
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位 置 図
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炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

側 面 図
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目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  鉛直方向 1層2
目付200ｇ/m  水平方向 1層2

左柱 右柱

段落し位置①

2
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用地境界

用地境界

▽335.378

1
1
15

1
1
15

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

高梨高架橋(上り線) Ｐ１５橋脚

炭素繊維巻立て工　詳細図

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ１５橋脚 炭素繊維巻立て工　詳細図 S=1:250 36 / 123



・施工にあたっては、現地計測を実施して

構造寸法を再確認すること。

注記）

重ね継手詳細

200mm以上炭素繊維シート

炭素繊維シート施工断面図

Ａ１

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 

樹脂下塗り
2

樹脂上塗り

水平方向 1層

既設柱コンクリート

柱面曲り部詳細図 S=1:125

炭素繊維シート

既設柱

R=50

Ｂ５

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維シート 目付400ｇ/m 

樹脂下塗り
2

樹脂上塗り

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 2

樹脂上塗り

樹脂下塗り

鉛直方向 1層

水平方向 1層

既設柱コンクリート

コンクリート材料

既設

コンクリート

σck=24N/mm2

正 面 図 A LINE

平　面　図
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炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付400ｇ/m  鉛直方向 1層2
目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付600ｇ/m  鉛直方向 1層2
目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付600ｇ/m  鉛直方向 1層2
目付200ｇ/m  水平方向 1層2

炭素繊維巻立て工

目付200ｇ/m  水平方向 1層2

左柱 右柱

A LINEB LINE
側 面 図

Ｂ３

炭素繊維巻立て表面仕上げ工（仕上げ材A）

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

炭素繊維シート 目付600ｇ/m 

樹脂下塗り
2

樹脂上塗り

炭素繊維シート 目付200ｇ/m 2

樹脂上塗り

樹脂下塗り

鉛直方向 1層

水平方向 1層

既設柱コンクリート

4
7
00

段落し位置①

2
0
48

2
0
48

段落し位置①

引張弾性率

(2.45±0.36)×10

炭素繊維シート性能表

3400200

(N/mm )
引張強度

(g/m )
繊維目付

5 0.111

設計厚さ
(mm)

備考

高強度型

2 2 (N/mm )2

(2.45±0.36)×103400400 5 0.222 高強度型

(2.45±0.36)×103400600 5 0.333 高強度型

用地境界

用地境界

2
0
56

▽335.204 ▽335.204

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維巻立て工

目付400ｇ/m  鉛直方向 1層2
目付200ｇ/m  水平方向 1層2

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

高梨高架橋(上り線) Ｐ１６橋脚

炭素繊維巻立て工　詳細図

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ１６橋脚 炭素繊維巻立て工　詳細図 S=1:250 37 / 123



工   種 仕 様

使用材料

コンクリート kg/cm240

鉄　筋

コンクリートA1-5 N/mm30

鉄　筋 SD345

既設部

補強部

SD345
2

2

平 面 図
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位 置 図
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正 面 図

側 面 図

A LINE

1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

RC巻立て

t=250
RC巻立て

t=250

RC巻立て

t=250

1
3
61

用地境界

用地境界 コンクリート表面処理工
耐震補強用

シール材

躯体

躯体

基礎工

巻
立

て
高

5
巻

立
て
高

250

250

コンクリート表面処理工
耐震補強用

巻立て部(下部)

250

30

30

巻立て部(上部)

巻立て部詳細図 S=1:25

RC巻立て

t=250

RC巻立て

t=250

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ１７橋脚

ＲＣ巻立て一般図

高梨高架橋(上り線) Ｐ１７橋脚 ＲＣ巻立て一般図 S=1:250 38 / 123



正面図 正面図 側面図
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仕様は、全て左右同様である。

1.注記） 左柱を代表しているが、RC巻立ての

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１７橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その１)

高梨高架橋(上り線) Ｐ１７橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その１) S=1:100 39 / 123



組立筋加工図(参考図)

20
(M12ネジ加工)

3CL 58-D13x240

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39

120

6
1

61

140

鉄筋表

記 号 径
長さ

本数
単位質量1本当り質量 質量

摘  要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

CL1 D29 7950 28 5.04 40.1 1,123

CL2 D16 4410 106 1.56 6.88 729 (106)

フレア箇所

D29 2,246 kg

合計 3,704 kg (212)

フレア溶接(D16) 212 箇所

SD345

SD345

断面図断面図

左柱

D：鉄筋径（呼び径) 16mm

フレア溶接詳細図

a：のど厚　　     3.2mm

D16

20 10D=160 20

差し筋アンカー

削孔
φ18ｘ58

（M12×52）

M12×20

組立て筋アンカー詳細図(参考図)

8

D16 3
.
2

既設橋脚

3CL D13

主　筋 頂版・底版スターラップ 側壁スターラップ

RR R R
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3CR 58-D13x240

※1本/約1ｍ2程度、設置する。
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3CR D13

CR1 D29 7950 28 5.04 40.1 1,123

CR2 D16 4410 106 1.56 6.88 729 (106)

1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

S=1:40

S=1:4

S=1:20

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号
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ＲＣ巻立て配筋図(その２)

高梨高架橋(上り線) Ｐ１７橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その２) S=1:100 40 / 123
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1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等
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豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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ＲＣ巻立て一般図

高梨高架橋(上り線) Ｐ１８橋脚 ＲＣ巻立て一般図 S=1:250 41 / 123
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1.注記） 左柱を代表しているが、RC巻立ての

事務所名
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図面の種類

1:100 図面番号
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東日本高速道路株式会社　関東支社
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1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

S=1:40

S=1:4

S=1:20

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号
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東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社
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高梨高架橋(上り線) Ｐ１８橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その２)

高梨高架橋(上り線) Ｐ１８橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その２) S=1:100 43 / 123
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1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等
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高梨高架橋(上り線) Ｐ１９橋脚 ＲＣ巻立て一般図 S=1:250 44 / 123
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設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１９橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その１)

高梨高架橋(上り線) Ｐ１９橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その１) S=1:100 45 / 123



組立筋加工図(参考図)

20
(M12ネジ加工)

3CL 56-D13x250

※1本/約1ｍ2程度、設置する。
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鉄筋表

記 号 径
長さ

本数
単位質量1本当り質量 質量

摘  要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

CL1 D22 7450 30 3.04 22.6 678

CL2 D16 4410 98 1.56 6.88 674 (98)

フレア箇所

D22 1,356 kg

合計 2,704 kg (196)

フレア溶接(D16) 196 箇所

SD345
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1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

S=1:40

S=1:4

S=1:20

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１９橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その２)

高梨高架橋(上り線) Ｐ１９橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その２) S=1:100 46 / 123



工   種 仕 様

使用材料
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1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ２０橋脚

ＲＣ巻立て一般図

高梨高架橋(上り線) Ｐ２０橋脚 ＲＣ巻立て一般図 S=1:250 47 / 123
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仕様は、全て左右同様である。

1.注記） 左柱を代表しているが、RC巻立ての

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所
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上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その１)
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組立筋加工図(参考図) S=1:20
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※1本/約1ｍ2程度、設置する。
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鉄筋表

記 号 径
長さ

本数
単位質量1本当り質量 質量

摘  要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

CL1 D22 7250 30 3.04 22.0 660

CL2 D16 4410 96 1.56 6.88 660 (96)

フレア箇所

D22 1,320 kg

合計 2,640 kg (192)

フレア溶接(D16) 192 箇所

SD345

SD345

断面図断面図

左柱

D：鉄筋径（呼び径) 16mm

フレア溶接詳細図

a：のど厚　　     3.2mm
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組立て筋アンカー詳細図(参考図) S=1:4
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D19 57 89 25 104.5 82 5 θ=45ﾟ
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1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ２０橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その２)

高梨高架橋(上り線) Ｐ２０橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その２) S=1:100 49 / 123



工   種 仕 様

使用材料

コンクリート kg/cm240
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1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所
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豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(上り線) Ｐ２１橋脚

ＲＣ巻立て一般図

高梨高架橋(上り線) Ｐ２１橋脚 ＲＣ巻立て一般図 S=1:250 50 / 123
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位置図
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橋

軸
方
向

橋軸直角方向

左柱(右柱)

仕様は、全て左右同様である。

1.注記） 左柱を代表しているが、RC巻立ての

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ２１橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その１)

高梨高架橋(上り線) Ｐ２１橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その１) S=1:100 51 / 123



組立筋加工図(参考図)

20
(M12ネジ加工)

3CL 52-D13x250

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39

124

6
1

143

鉄筋表

記 号 径
長さ

本数
単位質量1本当り質量 質量

摘  要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

CL1 D22 7050 30 3.04 21.4 642

CL2 D16 4410 94 1.56 6.88 647 (94)

フレア箇所

D22 1.284 kg

合計 2,578 kg (188)

フレア溶接(D16) 188 箇所

SD345

SD345

断面図断面図

左柱

D：鉄筋径（呼び径) 16mm

フレア溶接詳細図
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θ≦90ﾟ θ=135ﾟ θ=90ﾟ
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R a △L R a △L R a △L
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D51 153 240 66 280.5 220 12

7
0
46

1
3
0
-
D
2
2×

7
0
50

C
L

かぶり詳細図

D16 1,294 kg (188) SD345

1
5
24

2062

1
5
24

862

862 2062

フレア溶接
フレア溶接

2 94(47x2)-D16×4410CR

200

200

左柱

5 - 5

7
0
46

1
3
0
-
D
2
2×

7
0
50

C
R

1
5
24

2062

1
5
24

862

862 2062

フレア溶接
フレア溶接

2 94(47x2)-D16×4410CL

200

200

3CR 52-D13x250

※1本/約1ｍ2程度、設置する。
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1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

S=1:40

S=1:4

S=1:20

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ２１橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その２)

高梨高架橋(上り線) Ｐ２１橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その２) S=1:100 52 / 123



・施工にあたっては、現地計測を実施して

構造寸法を再確認すること。

注記）
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既設はく落防止対策撤去

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

高梨高架橋（下り線）Ｐ９橋脚

炭素繊維巻立て工　詳細図

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(下り線) Ｐ９橋脚 炭素繊維巻立て工　詳細図 S=1:250 53 / 123



事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚

ＲＣ巻立て一般図

高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚 ＲＣ巻立て一般図 S=1:250
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1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その１)

高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その１) S=1:100
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その２)

高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その２) S=1:100

組立筋加工図(参考図)

20
(M12ネジ加工)

3C 56-D13x250

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39
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6
1
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143

鉄筋表

記 号 径
長さ

本数
単位質量1本当り質量 質量

摘  要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

C1 D22 6370 36 3.04 19.4 698

C2 D16 5110 84 1.56 7.97 669 (84)

フレア箇所

D22 698 kg

合計 1,367 kg (84)

フレア溶接(D16) 84 箇所

SD345
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凡 例

D：鉄筋径（呼び径) 16mm

フレア溶接詳細図

a：のど厚　　     3.2mm

D16

20 10D=160 20

差し筋アンカー

削孔
φ18ｘ58

（M12×52）
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組立て筋アンカー詳細図(参考図)
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主　筋 頂版・底版スターラップ 側壁スターラップ
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主　　　　筋 スターラップ

θ≦90ﾟ θ=135ﾟ θ=90ﾟ

径 R=3φ R=5.5φ 径 R=2.5φ

R a △L R a △L R a △L

D13 39 61 17 71.5 56 3 D13 32.5 51 14

D16 48 75 21 88.0 69 4 D16 40.0 63 17

D19 57 89 25 104.5 82 5 θ=45ﾟ

D22 66 104 28 121.0 95 5 径 R=2.5φ

D25 75 118 32 137.5 108 6 R a △L

D29 87 137 37 159.5 125 7 D13 32.5 77 80

D32 96 151 41 176.0 138 8 D16 40.0 94 99

D35 105 165 45 192.5 151 8

D38 114 179 49 209.0 164 9

φ φ φ φ

θ
θ
=90ﾟ

θ
=90ﾟ

θ=45ﾟ

12φ 100 12φ
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φ

a
a

a a

鉄 筋 加 工 寸 法 表

D51 153 240 66 280.5 220 12

2
1
24

912

2112

2
1
24

912

2112

200

200

フレア溶接

フレア溶接

2 84(42x2)-D16×5110C

6
3
61

1
3
6
-
D
2
2×

6
3
70

C

かぶり詳細図

250

帯鉄筋

柱主鉄筋

既

ctc150

80

コ

ク

ー

設

ン

リ

ト

143107

フーチング

組立用アンカー

3C D13

2C D16

D221C
コンクリート表面処理工
耐震補強用

D16 669 kg (84) SD345

1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

S=1:40

S=1:4

S=1:20
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断 面 図

1
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縁端拡幅工Ｂ

4
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1
0
00

400

縁端拡幅工Ｂ
900

はく落防止対策工撤去範囲

はく落防止対策工撤去範囲

水平施工(m ) 上向き施工(m )
2 2

-0.9

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:80 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

Ｐ９橋脚(Ｐ８側)縁端拡幅工Ｂ　詳細図(その１)

    1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

      鉄筋はSD345を使用する。

    3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

    4.既設コンクリート表面には、新旧コンクリートの付

    5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

    2.本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

すべて完成図を基に作図を行なっている。

    注記）

着性をよくするため、ＷＪによる表面処理を施すこと。

    　て施工のこと。

    　のこと。

[配置図]

高梨高架橋(上り線) Ｐ９橋脚(Ｐ８側)縁端拡幅工Ｂ　詳細図(その１) S=1:80 57 / 123
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鉄筋加工寸法表

R=96

86-D32×12601
A

10801

8-D16×108101
H

1A

種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg小計

kg合計

鉄筋質量合計

D32 6.231260 86 7.85 675

3H D13 4 2

1H D16 1.5610810 8 16.86 135

2H D16 1.5688

kg675D32

kgD16

0.995

kg2D13

722

3
84

15
1

コンクリート削孔(φ42,L=490) 86 箇所
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削
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φ
42

エポキシ樹脂注入

D
32

10 埋込み長480

削孔長 490

アンカーボルト定着部詳細図　S=1:10

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:60 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

Ｐ９橋脚(Ｐ８側)縁端拡幅工Ｂ　詳細図(その２)

    1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

      鉄筋はSD345を使用する。

    3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

    4.既設コンクリート表面には、新旧コンクリートの付

    5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

    2.本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

すべて完成図を基に作図を行なっている。

    注記）

着性をよくするため、ＷＪによる表面処理を施すこと。

    　て施工のこと。

    　のこと。

[配筋図・鉄筋加工図]

高梨高架橋(上り線) Ｐ９橋脚(Ｐ８側)縁端拡幅工Ｂ　詳細図(その２) S=1:60 58 / 123
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:80 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

Ｐ９橋脚(Ｐ１０側)縁端拡幅工Ｂ　詳細図(その１)

    1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

      鉄筋はSD345を使用する。

    3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

    4.既設コンクリート表面には、新旧コンクリートの付

    5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

    2.本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

すべて完成図を基に作図を行なっている。

    注記）

着性をよくするため、ＷＪによる表面処理を施すこと。

    　て施工のこと。

    　のこと。

[配置図]

高梨高架橋(上り線) Ｐ９橋脚(Ｐ１０側)縁端拡幅工Ｂ　詳細図(その１) S=1:80 59 / 123
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8-D16×108101
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種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg小計

kg合計

鉄筋質量合計

D22

3H D13 4

1H D16 1.5610810 8 16.86 135

2H D16 1.5688
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アンカーボルト定着部詳細図　S=1:10

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:60 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

/

高梨高架橋(上り線)

上 信 越 自 動 車 道

    1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

      鉄筋はSD345を使用する。

    3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

    4.既設コンクリート表面には、新旧コンクリートの付

    5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

    2.本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

すべて完成図を基に作図を行なっている。

    注記）

着性をよくするため、ＷＪによる表面処理を施すこと。

    　て施工のこと。

    　のこと。

（配筋図・鉄筋加工図）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

Ｐ９橋脚(Ｐ１０側)縁端拡幅工Ｂ　詳細図(その２)

高梨高架橋(上り線) Ｐ９橋脚(Ｐ１０側)縁端拡幅工Ｂ　詳細図(その２) S=1:60 60 / 123



　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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[配置図(１／２)]

  死荷重反力

  設計水平力 

  １本当たりの引張力 

  設計移動量

7102 kN

10653 kN

1776 kN

200 mm

落橋防止構造　設計条件

落橋防止構造 U1-Q1

落橋防止構造 U1-Q1

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その１) S=1:100 61 / 123



　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その２)

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その２) S=1:100 62 / 123



上部工側鋼製ブラケット詳細図
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1080

90°
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その３)

[詳細図(１／１３)]

R5
0

1.スカーラップは50Rとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。

  但し,アンカーボルト埋め込み部は除く。

3.施工着手に先立ち,現地寸法等を確認し,製作時

4.ブラケットは縦断勾配なりに取り付けること。

5.「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

6.施工の際には、現場計測を行うこと。

7.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

8.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　きらないようにすること。

　こと。

9.下部工番号は竣工図と異なる。

10.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

  鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

  に鋼材の加工に反映すること。

注記）

種別 断面 長さ 単位質量 単品重量 質量 材質 NET

鋼 材 数 量

PL 1340*90 1080 706.50 1022.4 1022.4 SM490A

上部工ブラケット

Σ= 2060.7 kg

6Σ= 12364.2 kg

1基当り

全6基

数量

1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

950*55

725*36

245*36

150*22

204*50

750*4.5

1010

1000

1000

990

13

150

1

2

2

2

2

2

431.75

282.60

282.60

172.70

392.50

35.33

414.3

204.9

69.2

25.6

12.0

0.3

414.3

409.8

138.4

51.2

24.0

0.6

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SS400

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その３) S=1:20 63 / 123



6.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

7.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

8.「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

9.くさび板挿入部のはつり作業は、くさび形状になるよう十分注意すること。

10.はつり範囲は、くさび板から5mm以上確保すること。

11.既設桁の下地処理を行うとともに、エポキシ樹脂注入前に接着面を清掃すること。

12.ブラケット内側は無塗装とし、エッチングプライマー（膜厚15μm）を塗布すること。

13.はつり時に主桁より鉄筋が露出した場合、くさびにスリットを設けること。

側 面 図（参考図）

橋 軸 方 向
2 - 2
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1 - 1

a a

b b

c

c

d

d

a - a

b - b

くさび板詳細図

2
0

1
5 3
5

435 150 435

12-M20

5
@
1
0
0
=
5
00

5
0

6
0
0

460 460

1020

100

5
0

上　段

2
0

1
5 3
5

（はつりライン）

435 150 435

4-M20

1
0
0

1
8
0

460 460

1020

100

4
0

下　段
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　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その４)（参考図）

[詳細図(２／１３) ＧＡ６]
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コンクリートはつり工

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その４)（参考図） S=1:20 64 / 123



下部工側鋼製ブラケット詳細図
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8-Anc Bolt D41x755(SD345)(座金付)

8-1種 Nut  M39用

8-3種 Nut  M39用

1-Pl  555x22x130 (SM490A)

1-Pl  480x22x450 (SM490A)
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参考質量：657kgブラケット材料 （一基当り）
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ガイドブロック用7

4.施工の際には、現場計測を行うこと。

5.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

6.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　きらないようにすること。

　こと。

7.下部工番号は竣工図と異なる。

8.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その５)
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GA1側 GA6側

G
A
6
側

G
A
1
側

[詳細図(３／１３) ＧＡ６]

1.スカーラップは50Rとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。

  但し,アンカーボルト埋め込み部は除く。

3.施工着手に先立ち,現地寸法等を確認し,製作時

  鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

  に鋼材の加工に反映すること。

注記）

種別 断面 長さ 単位質量 単品重量 質量 材質 NET

鋼 材 数 量(GA6)

PL 662*22 1061 172.70 121.3 SM490A

Σ= 1628.4 kg

1Σ= 1628.4 kg

1基当り

全1基

数量

1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

176*22

181*22

212*22

275*50

1061

980

1061

1

1

1

2

2 392.50

32.2

33.2

38.8

114.5

46.6

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

下部工ブラケット

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

662*22

339*22

351*22

362*22

374*22

385*22

348*22

359*22

370*22

381*22

392*22

600*35

180*35

1061

1061

1061

980

980

980

980

980

980

980

980

980

1020

1020

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

274.75

274.75

121.3

48.6

50.5

52.5

54.3

48.1

49.9

51.8

53.7

55.5

168.1

50.4

121.3

121.3

32.2

33.2

77.6

229.0

46.6

48.6

50.5

52.5

54.3

48.1

49.9

51.8

53.7

55.5

336.2

100.8
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SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A
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SM490A

SM490A

SM490A

81%

82%

82%

83%

83%

82%

82%

83%

83%

84%

ﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金
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M20 45

32

32
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32
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735*22

460*22

101*32

204*36

130

130

450

340

150

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

251.20

282.60

64.7

8.6

8.6

SM490A

SM490A

SM490A

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

2

2

2

172.70

280.0

12.5

11.2

37.3

24.8

55.6

129.4

17.2

17.2

D41 755 8 10.5 7.928 63.4 SD345

M39

M39

M39

8

8

8

0.506

0.375

0.126

4.0

3.0

1.0

Σ= 656.6 kg

1Σ= 656.6 kg

1基当り

全1基

アンカーボルト詳細図 S=1:5

削孔長 625
ネジ切り長

140
3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)樹脂パテ材
(t=5mm)

座金(M39用)

エポキシ樹脂系注入材

削
孔

径
φ5

1

755
615 140

5 55 60 20

アンカーボルトD41x755
(M39ネジ切り L=140)

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図

20

2
0

ベースプレート樹脂パテ(t=5mm)

S=1:5

不陸調整材

シール材

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その５) S=1:20 65 / 123



 6.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

 7.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

 8.「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

 9.くさび板挿入部のはつり作業は、くさび形状になるよう十分注意すること。

10.はつり範囲は、くさび板から5mm以上確保すること。

11.既設桁の下地処理を行うとともに、エポキシ樹脂注入前に接着面を清掃すること。

12.ブラケット内側は無塗装とし、エッチングプライマー（膜厚15μm）を塗布すること。

13.はつり時に主桁より鉄筋が露出した場合、くさびにスリットを設けること。

側 面 図（参考図）
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　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その６)（参考図）

32-Bolt M20x 45  (強度区分8.8)座金付

1-PL 662x22x1061 (SM490A)

1-PL 181x22x1061 (SM490A)

32-Bolt M30x200 (強度区分8.8)座金付

ブラケット材料 （一基当り）

1-PL 662x22x1061 (SM490A)

2-PL 600x35x1020 (SM490A)
2-PL 180x35x1020 (SM490A)

2-PL 212x22x1061 (SM490A)
2-PL 275x50x1061 (SM490A)
1-PL 339x22x980  (SM490A)
1-PL 350x22x980  (SM490A)
1-PL 362x22x980  (SM490A)
1-PL 373x22x980  (SM490A)
1-PL 385x22x980  (SM490A)

1-PL 176x22x1061 (SM490A)

1-PL 348x22x980  (SM490A)
1-PL 359x22x980  (SM490A)
1-PL 370x22x980  (SM490A)
1-PL 380x22x980  (SM490A)
1-PL 391x22x980  (SM490A)

参考質量：1628kg

[詳細図(４／１３) ＧＡ５]

橋 軸 方 向

補強板詳細図（参考図）

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

3
0

3
0

（はつりライン）

コンクリートはつり工
（はつりライン）

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その６)（参考図） S=1:20 66 / 123



下部工側鋼製ブラケット詳細図
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その７)

2-Pl  204x36x150 (SM490A)

2-Pl  737x22x510 (SM490A)

1-Pl  690x55x940 (SM490A)

2-Pl  460x22x350 (SM490A)
2-Pl  160x22x450 (SM490A)

1-Pl  496x22x130 (SM490A)

2-Pl  101x32x340 (SM490A)

8-Anc Bolt D41x755(SD345)(座金付)

8-1種 Nut  M39用

8-3種 Nut  M39用

1-Pl  556x22x130 (SM490A)

1-Pl  480x22x450 (SM490A)

GA6側 GA1側

2

2

GA1側 GA6側

G
A
6
側

G
A
1
側

[詳細図(５／１３) ＧＡ５]

4.施工の際には、現場計測を行うこと。

5.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

6.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　きらないようにすること。

　こと。

7.下部工番号は竣工図と異なる。

8.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

1.スカーラップは50Rとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。

  但し,アンカーボルト埋め込み部は除く。

3.施工着手に先立ち,現地寸法等を確認し,製作時

  鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

  に鋼材の加工に反映すること。

注記）

種別 断面 長さ 単位質量 単品重量 質量 材質 NET

鋼 材 数 量(GA5)

PL 662*22 1061 172.70 121.3 SM490A

Σ= 1627.9 kg

1Σ= 1627.9 kg

1基当り

全1基

数量

1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

176*22

181*22

212*22

275*50

1061

980

1061

1

1

1

2

2 392.50

32.2

33.2

38.8

114.5

46.6

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

下部工ブラケット

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

662*22

339*22

350*22

362*22

373*22

385*22

348*22

359*22

370*22

380*22

391*22

600*35

180*35

1061

1061

1061

980

980

980

980

980

980

980

980

980

1020

1020

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

274.75

274.75

121.3

48.5

50.5

52.3

54.3

48.1

49.9

51.8

53.6

55.4

168.1

50.4

121.3

121.3

32.2

33.2

77.6

229.0

46.6

48.5

50.5

52.3

54.3

48.1

49.9

51.8

53.6

55.4

336.2

100.8

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

81%

82%

82%

83%

83%

82%

82%

83%

83%

84%

ﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

ﾎﾞﾙﾄ

M30 200 32

M30

M30

M30

M20 45

32

32

64

32

1.325

0.232

0.178

0.058

0.190

42.4

7.4

5.7

3.7

6.1

SS400

SS400

PL 690*55 940 431.75 280.0 SM490A1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

556*22

496*22

480*22

160*22

510

350

450

2

1

1

1

2

12.5

11.1

37.3

12.4

27.8

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

PL

PL

737*22

460*22

101*32

204*36

130

130

450

340

150

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

251.20

282.60

64.9

8.6

8.6

SM490A

SM490A

SM490A

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

2

2

2

172.70

280.0

12.5

11.1

37.3

24.8

55.6

129.8

17.2

17.2

D41 755 8 10.5 7.928 63.4 SD345

M39

M39

M39

8

8

8

0.506

0.375

0.126

4.0

3.0

1.0

Σ= 656.9 kg

1Σ= 656.9 kg

1基当り

全1基

アンカーボルト詳細図 S=1:5

削孔長 625
ネジ切り長

140
3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)樹脂パテ材
(t=5mm)

座金(M39用)

エポキシ樹脂系注入材

削
孔

径
φ5

1

755
615 140

5 55 60 20

アンカーボルトD41x755
(M39ネジ切り L=140)

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図

20

2
0

ベースプレート樹脂パテ(t=5mm)

S=1:5

不陸調整材

シール材

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その７) S=1:20 67 / 123



6.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

7.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

8.「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

9.くさび板挿入部のはつり作業は、くさび形状になるよう十分注意すること。

10.はつり範囲は、くさび板から5mm以上確保すること。

11.既設桁の下地処理を行うとともに、エポキシ樹脂注入前に接着面を清掃すること。

12.ブラケット内側は無塗装とし、エッチングプライマー（膜厚15μm）を塗布すること。

13.はつり時に主桁より鉄筋が露出した場合、くさびにスリットを設けること。

側 面 図（参考図）
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　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定すること。

　　きらないようにすること。　  

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その８)（参考図）

32-Bolt M20x 45  (強度区分8.8)座金付

1-PL 662x22x1061 (SM490A)

1-PL 181x22x1061 (SM490A)

32-Bolt M30x200 (強度区分8.8)座金付

ブラケット材料 （一基当り）

1-PL 662x22x1061 (SM490A)

2-PL 600x35x1020 (SM490A)
2-PL 180x35x1020 (SM490A)

2-PL 212x22x1061 (SM490A)
2-PL 275x50x1061 (SM490A)
1-PL 339x22x980  (SM490A)
1-PL 350x22x980  (SM490A)
1-PL 361x22x980  (SM490A)
1-PL 373x22x980  (SM490A)
1-PL 384x22x980  (SM490A)

1-PL 176x22x1061 (SM490A)

1-PL 348x22x980  (SM490A)
1-PL 359x22x980  (SM490A)
1-PL 369x22x980  (SM490A)
1-PL 380x22x980  (SM490A)
1-PL 391x22x980  (SM490A)

参考質量：1627kg

[詳細図(６／１３) ＧＡ４]

橋 軸 方 向

補強板詳細図（参考図）

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

3
0

3
0

コンクリートはつり工
（はつりライン）

コンクリートはつり工
（はつりライン）

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その８)（参考図） S=1:20 68 / 123



下部工側鋼製ブラケット詳細図
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参考質量：669kgブラケット材料 （一基当り）
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2x4-φ18キリ

ガイドブロック用7

65°

71
0

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その９)

2-Pl  204x36x150 (SM490A)

2-Pl  740x22x510 (SM490A)

1-Pl  710x55x950 (SM490A)

2-Pl  460x22x350 (SM490A)
2-Pl  160x22x450 (SM490A)

1-Pl  495x22x130 (SM490A)

2-Pl  101x32x340 (SM490A)

8-Anc Bolt D41x755(SD345)(座金付)

8-1種 Nut  M39用

8-3種 Nut  M39用

1-Pl  556x22x130 (SM490A)

1-Pl  480x22x450 (SM490A)

GA6側 GA1側

2

2

GA1側 GA6側

G
A
6
側

G
A
1
側

[詳細図(７／１３) ＧＡ４]

4.施工の際には、現場計測を行うこと。

5.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

6.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　きらないようにすること。

　こと。

7.下部工番号は竣工図と異なる。

8.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

1.スカーラップは50Rとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。

  但し,アンカーボルト埋め込み部は除く。

3.施工着手に先立ち,現地寸法等を確認し,製作時

  鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

  に鋼材の加工に反映すること。

注記）

種別 断面 長さ 単位質量 単品重量 質量 材質 NET

鋼 材 数 量(GA4)

PL 662*22 1061 172.70 121.3 SM490A

Σ= 1627.3 kg

1Σ= 1627.3 kg

1基当り

全1基

数量

1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

176*22

181*22

212*22

275*50

1061

980

1061

1

1

1

2

2 392.50

32.2

33.2

38.8

114.5

46.6

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

下部工ブラケット

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

662*22

339*22

350*22

361*22

373*22

384*22

348*22

359*22

369*22

380*22

391*22

600*35

180*35

1061

1061

1061

980

980

980

980

980

980

980

980

980

1020

1020

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

274.75

274.75

121.3

48.5

50.3

52.3

54.2

48.1

49.9

51.6

53.5

55.4

168.1

50.4

121.3

121.3

32.2

33.2

77.6

229.0

46.6

48.5

50.3

52.3

54.2

48.1

49.9

51.6

53.5

55.4

336.2

100.8

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

81%

82%

82%

83%

83%

82%

82%

83%

83%

84%

ﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

ﾎﾞﾙﾄ

M30 200 32

M30

M30

M30

M20 45

32

32

64

32

1.325

0.232

0.178

0.058

0.190

42.4

7.4

5.7

3.7

6.1

SS400

SS400

PL 710*55 950 431.75 291.2 SM490A1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

556*22

495*22

480*22

160*22

510

350

450

2

1

1

1

2

12.5

11.1

37.3

12.4

27.8

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

PL

PL

740*22

460*22

101*32

204*36

130

130

450

340

150

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

251.20

282.60

65.2

8.6

8.6

SM490A

SM490A

SM490A

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

2

2

2

172.70

291.2

12.5

11.1

37.3

24.8

55.6

130.4

17.2

17.2

D41 755 8 10.5 7.928 63.4 SD345

M39

M39

M39

8

8

8

0.506

0.375

0.126

4.0

3.0

1.0

Σ= 668.7 kg

1Σ= 668.7 kg

1基当り

全1基

アンカーボルト詳細図 S=1:5

削孔長 625
ネジ切り長

140
3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)樹脂パテ材
(t=5mm)

座金(M39用)

エポキシ樹脂系注入材

削
孔

径
φ5

1

755
615 140

5 55 60 20

アンカーボルトD41x755
(M39ネジ切り L=140)

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図

20

2
0

ベースプレート樹脂パテ(t=5mm)

S=1:5

不陸調整材

シール材

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その９) S=1:20 69 / 123



 6.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

 7.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

 9.くさび板挿入部のはつり作業は、くさび形状になるよう十分注意すること。

10.はつり範囲は、くさび板から5mm以上確保すること。

11.既設桁の下地処理を行うとともに、エポキシ樹脂注入前に接着面を清掃すること。

12.ブラケット内側は無塗装とし、エッチングプライマー（膜厚15μm）を塗布すること。

13.はつり時に主桁より鉄筋が露出した場合、くさびにスリットを設けること。

側 面 図（参考図）

橋 軸 方 向
2 - 2

G6G1
橋 軸 直 角 方 向
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　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定すること。
　　切らないようにすること。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地
　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１－Ｑ１ 構造図(その１０)

32-Bolt M20x 45  (強度区分8.8)座金付

1-PL 661x22x1061 (SM490A)

1-PL 181x22x1061 (SM490A)

32-Bolt M30x200 (強度区分8.8)座金付

ブラケット材料 （一基当り）

1-PL 661x22x1061 (SM490A)

2-PL 600x35x1020 (SM490A)
2-PL 180x35x1020 (SM490A)

2-PL 212x22x1061 (SM490A)
2-PL 275x50x1061 (SM490A)
1-PL 338x22x980  (SM490A)
1-PL 350x22x980  (SM490A)
1-PL 361x22x980  (SM490A)
1-PL 372x22x980  (SM490A)
1-PL 384x22x980  (SM490A)

1-PL 175x22x1061 (SM490A)

1-PL 348x22x980  (SM490A)
1-PL 358x22x980  (SM490A)
1-PL 369x22x980  (SM490A)
1-PL 380x22x980  (SM490A)
1-PL 390x22x980  (SM490A)

参考質量：1626kg

[詳細図(８／１３) ＧＡ３]

橋 軸 方 向

補強板詳細図（参考図）

c d

3
0

3
0

 8.「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

コンクリートはつり工
（はつりライン）

コンクリートはつり工
（はつりライン）

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その１０) S=1:20 70 / 123



下部工側鋼製ブラケット詳細図
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2-Pl  204x36x150 (SM490A)

2-Pl  744x22x510 (SM490A)

1-Pl  820x55x880 (SM490A)

2-Pl  460x22x350 (SM490A)
2-Pl  160x22x450 (SM490A)

1-Pl  496x22x130 (SM490A)

2-Pl  101x32x340 (SM490A)

8-Anc Bolt D41x755(SD345)(座金付)

8-1種 Nut  M39用

8-3種 Nut  M39用

1-Pl  558x22x130 (SM490A)

1-Pl  480x22x450 (SM490A)

5055

参考質量：690kgブラケット材料 （一基当り）
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ガイドブロック用7
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その１１)

GA6側 GA1側

2

2

GA1側 GA6側

G
A
6
側

G
A
1
側

64°

[詳細図(９／１３) ＧＡ３]

4.施工の際には、現場計測を行うこと。

5.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

6.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　きらないようにすること。

　こと。

7.下部工番号は竣工図と異なる。

8.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

1.スカーラップは50Rとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。

  但し,アンカーボルト埋め込み部は除く。

3.施工着手に先立ち,現地寸法等を確認し,製作時

  鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

  に鋼材の加工に反映すること。

注記）

種別 断面 長さ 単位質量 単品重量 質量 材質 NET

鋼 材 数 量(GA3)

PL 661*22 1061 172.70 121.1 SM490A

Σ= 1626.2 kg

1Σ= 1626.2 kg

1基当り

全1基

数量

1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

175*22

181*22

212*22

275*50

1061

980

1061

1

1

1

2

2 392.50

32.1

33.2

38.8

114.5

46.4

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

下部工ブラケット

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

661*22

338*22

350*22

361*22

372*22

384*22

348*22

358*22

369*22

380*22

390*22

600*35

180*35

1061

1061

1061

980

980

980

980

980

980

980

980

980

1020

1020

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

274.75

274.75

121.1

48.5

50.3

52.2

54.2

48.1

49.8

51.6

53.5

55.2

168.1

50.4

121.1

121.1

32.1

33.2

77.6

229.0

46.4

48.5

50.3

52.2

54.2

48.1

49.8

51.6

53.5

55.2

336.2

100.8

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

81%

82%

82%

83%

83%

82%

82%

83%

83%

84%

ﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

ﾎﾞﾙﾄ

M30 200 32

M30

M30

M30

M20 45

32

32

64

32

1.325

0.232

0.178

0.058

0.190

42.4

7.4

5.7

3.7

6.1

SS400

SS400

PL 820*55 880 431.75 311.6 SM490A1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

558*22

496*22

480*22

160*22

510

350

450

2

1

1

1

2

12.5

11.1

37.3
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アンカーボルト詳細図 S=1:5
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ネジ切り長
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アンカーボルトD41x755
(M39ネジ切り L=140)

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図
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 6.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

 7.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

 9.くさび板挿入部のはつり作業は、くさび形状になるよう十分注意すること。

10.はつり範囲は、くさび板から5mm以上確保すること。

11.既設桁の下地処理を行うとともに、エポキシ樹脂注入前に接着面を清掃すること。

12.ブラケット内側は無塗装とし、エッチングプライマー（膜厚15μm）を塗布すること。

13.はつり時に主桁より鉄筋が露出した場合、くさびにスリットを設けること。

側 面 図（参考図）
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　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定すること。
　　きらないようにすること。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。
　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地
　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その１２)

32-Bolt M20x 45  (強度区分8.8)座金付

1-PL 661x22x1061 (SM490A)

1-PL 181x22x1061 (SM490A)

32-Bolt M30x200 (強度区分8.8)座金付

ブラケット材料 （一基当り）

1-PL 661x22x1061 (SM490A)

2-PL 600x35x1020 (SM490A)
2-PL 180x35x1020 (SM490A)

2-PL 212x22x1061 (SM490A)
2-PL 275x50x1061 (SM490A)
1-PL 338x22x980  (SM490A)
1-PL 349x22x980  (SM490A)
1-PL 360x22x980  (SM490A)
1-PL 372x22x980  (SM490A)
1-PL 383x22x980  (SM490A)

1-PL 175x22x1061 (SM490A)

1-PL 348x22x980  (SM490A)
1-PL 358x22x980  (SM490A)
1-PL 369x22x980  (SM490A)
1-PL 379x22x980  (SM490A)
1-PL 390x22x980  (SM490A)

参考質量：1626kg

[詳細図(１０／１３) ＧＡ２]

橋 軸 方 向

補強板詳細図（参考図）
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 8.「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。
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（はつりライン）

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その１２) S=1:20 72 / 123



下部工側鋼製ブラケット詳細図

9

179 22 108 22 179

510

2
2

4
5
0

2
2

1
3
0

1
3
0

1
0
1

2
2

2
0
4

2
2

1
0
1

92
36 86 32 86 36

92

460

φ100

F.P.

4 4

190

340

5
0

8
0 1
3
0
2
2

100

100

C2
0

7

7

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

7

C20

1 - 12 - 2 3 - 3

4 - 4

3
3

621

499 22

521

2-Pl  204x36x150 (SM490A)

2-Pl  746x22x510 (SM490A)

1-Pl  820x55x830 (SM490A)

2-Pl  460x22x350 (SM490A)
2-Pl  160x22x450 (SM490A)

1-Pl  494x22x130 (SM490A)
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8-Anc Bolt D41x755(SD345)(座金付)

8-1種 Nut  M39用

8-3種 Nut  M39用
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1-Pl  480x22x450 (SM490A)
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その１３)
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[詳細図(１１／１３) ＧＡ２]

4.施工の際には、現場計測を行うこと。

5.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

6.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　きらないようにすること。

　こと。

7.下部工番号は竣工図と異なる。

8.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

1.スカーラップは50Rとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。

  但し,アンカーボルト埋め込み部は除く。

3.施工着手に先立ち,現地寸法等を確認し,製作時

  鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

  に鋼材の加工に反映すること。

注記）

種別 断面 長さ 単位質量 単品重量 質量 材質 NET

鋼 材 数 量(GA2)
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アンカーボルト詳細図 S=1:5
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※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図
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 6.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

 7.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

 9.くさび板挿入部のはつり作業は、くさび形状になるよう十分注意すること。

10.はつり範囲は、くさび板から5mm以上確保すること。

11.既設桁の下地処理を行うとともに、エポキシ樹脂注入前に接着面を清掃すること。

12.ブラケット内側は無塗装とし、エッチングプライマー（膜厚15μm）を塗布すること。

13.はつり時に主桁より鉄筋が露出した場合、くさびにスリットを設けること。
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　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その１４)（参考図）

32-Bolt M20x 45  (強度区分8.8)座金付

1-PL 661x22x1061 (SM490A)

1-PL 181x22x1061 (SM490A)

32-Bolt M30x200 (強度区分8.8)座金付

ブラケット材料 （一基当り）

1-PL 661x22x1061 (SM490A)

2-PL 600x35x1020 (SM490A)
2-PL 180x35x1020 (SM490A)

2-PL 212x22x1061 (SM490A)
2-PL 275x50x1061 (SM490A)
1-PL 337x22x980  (SM490A)
1-PL 349x22x980  (SM490A)
1-PL 360x22x980  (SM490A)
1-PL 371x22x980  (SM490A)
1-PL 382x22x980  (SM490A)

1-PL 175x22x1061 (SM490A)

1-PL 347x22x980  (SM490A)
1-PL 358x22x980  (SM490A)
1-PL 368x22x980  (SM490A)
1-PL 379x22x980  (SM490A)
1-PL 389x22x980  (SM490A)

参考質量：1625kg

[詳細図(１２／１３) ＧＡ１]

補強板詳細図（参考図）

3
0

3
0

 8.「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

コンクリートはつり工
（はつりライン）

コンクリートはつり工
（はつりライン）

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その１４)（参考図） S=1:20 74 / 123



下部工側鋼製ブラケット詳細図
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2-Pl  204x36x150 (SM490A)

2-Pl  749x22x510 (SM490A)

1-Pl  750x55x880 (SM490A)

2-Pl  460x22x350 (SM490A)
2-Pl  160x22x450 (SM490A)

1-Pl  494x22x130 (SM490A)

2-Pl  101x32x340 (SM490A)

8-Anc Bolt D41x755(SD345)(座金付)

8-1種 Nut  M39用

8-3種 Nut  M39用

1-Pl  559x22x130 (SM490A)

1-Pl  480x22x450 (SM490A)

5055

参考質量：664kgブラケット材料 （一基当り）

上側

下側
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ガイドブロック用7

75
0

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その１５)

GA6側 GA1側

2

2

GA1側 GA6側

G
A
6
側

G
A
1
側

63°

[詳細図(１３／１３) ＧＡ１]

4.施工の際には、現場計測を行うこと。

5.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

6.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　きらないようにすること。

　こと。

7.下部工番号は竣工図と異なる。

8.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

1.スカーラップは50Rとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。

  但し,アンカーボルト埋め込み部は除く。

3.施工着手に先立ち,現地寸法等を確認し,製作時

  鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

  に鋼材の加工に反映すること。

注記）

種別 断面 長さ 単位質量 単品重量 質量 材質 NET

鋼 材 数 量(GA1)

PL 661*22 1061 172.70 121.1 SM490A

Σ= 1624.6 kg

1Σ= 1624.6 kg

1基当り

全1基

数量

1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

175*22

181*22

212*22

275*50

1061

980

1061

1

1

1

2

2 392.50

32.1

33.2

38.8

114.5

46.3

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

下部工ブラケット

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

661*22

337*22

349*22

360*22

371*22

382*22

347*22

358*22

368*22

379*22

389*22

600*35

180*35

1061

1061

1061

980

980

980

980

980

980

980

980

980

1020

1020

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

274.75

274.75

121.1

48.3

50.1

52.0

53.9

47.9

49.8

51.5

53.4

55.0

168.1

50.4

121.1

121.1

32.1

33.2

77.6

229.0

46.3

48.3

50.1

52.0

53.9

47.9

49.8

51.5

53.4

55.0

336.2

100.8

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

81%

82%

82%

83%

83%

82%

82%

83%

83%

84%

ﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

ﾎﾞﾙﾄ

M30 200 32

M30

M30

M30

M20 45

32

32

64

32

1.325

0.232

0.178

0.058

0.190

42.4

7.4

5.7

3.7

6.1

SS400

SS400

PL 750*55 880 431.75 285.0 SM490A1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

559*22

494*22

480*22

160*22

510

350

450

2

1

1

1

2

12.6

11.1

37.3

12.4

27.8

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

PL

PL

749*22

460*22

101*32

204*36

130

130

450

340

150

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

251.20

282.60

66.0

8.6

8.6

SM490A

SM490A

SM490A

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

2

2

2

172.70

285.0

12.6

11.1

37.3

24.8

55.6

132.0

17.2

17.2

D41 755 8 10.5 7.928 63.4 SD345

M39

M39

M39

8

8

8

0.506

0.375

0.126

4.0

3.0

1.0

Σ= 664.2 kg

1Σ= 664.2 kg

1基当り

全1基

アンカーボルト詳細図 S=1:5

削孔長 625
ネジ切り長

140
3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)樹脂パテ材
(t=5mm)

座金(M39用)

エポキシ樹脂系注入材

削
孔

径
φ5

1

755
615 140

5 55 60 20

アンカーボルトD41x755
(M39ネジ切り L=140)

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図

20

2
0

ベースプレート樹脂パテ(t=5mm)

S=1:5

不陸調整材

シール材

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図(その１５) S=1:20 75 / 123



注１.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

注２.PCケーブル設置時は偏向具位置で勾配を調整すること。

部   品   図 Ｓ＝ 1:20
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95
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※ 固定バンドにより締付ける
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Ｎｏ 名    称 寸    法 材    質 単 位 備   考

1 ＰＣ鋼より線・ナット ＳＷＰＲ 組 ＰＥコート

2 セーフティストッパー φ400x185 ＳＳ４００＋合成ゴム＋ネオプラス 個

4 防錆支圧板 φ400x42 ＳＳ４００＋ネオプラス 枚

5 防錆座金 φ200x34 ＳＳ４００＋ネオプラス 枚

6 緩衝パッキン φ400x25 合成ゴム 枚

8

9

材   料   表
合 計

3 コイルスプリング φ137x356 ＳＷＯＳＣ-Ｂ 個 ＰＥコート

7 防錆キャップＡ 合成ゴム 個φ210x220

組EPDM150x200x200ガイドブロック 取付けボルト含む

2

2

2

1

1

1

1

2

1個合成ゴムまたはＴＰＥ防錆キャップＣ　

1個ＳＳ４００＋ＳＧＰ取付用受台 亜鉛めっき
取付けボルト含む10

φ137

3
5
6

φ
14

位　置　図

A1

上部工側下部工側

P1

GA6

　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ１ 構造図（参考図）

１本当たり

GA5
GA4
GA3
GA2
GA1

[詳細図]

取 付 詳 細 図 Ｓ＝ 1:10
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10 取付用受台

4.5 9

610

5-M105-φ12キリ
ナット溶接

6-φ18キリ

PW230  l=2830

450Ax610

φ525x615

規格表

設計水平力(PCｹｰﾌﾞﾙ1本当たり)

設 計 遊 間 量 200

1776

落 橋 防 止 構 造 仕 様

kN

mm

こととし、この姿図は参考とする。
落橋防止構造は上記の性能を有する製品を使用する

高梨高架橋(上り線) Ａ１橋台 落橋防止構造Ｕ１－Ｑ１ 構造図（参考図） S=1:20 76 / 123



　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その１)

正 面 図

[配置図(１／２)]
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  死荷重反力

  設計水平力 

  １本当たりの引張力 

  設計移動量

6933 kN

7048 kN

1410 kN

200 mm

落橋防止構造　設計条件

落橋防止構造 U1-Q2
落橋防止構造 U1-Q2

落橋防止構造 U1-Q2

落橋防止構造 U1-Q2

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側) 落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その１) S=1:100 77 / 123



　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

[配置図(２／２)]

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その２)
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上部工側鋼製ブラケット詳細図

3

4

3 3

8
10

36 850 36 14

195

1340

195

14

950

φ90

36 204 36 150 382

1340

382 150

32-φ35キリ

5
5

1
3
4
0

1040

120

13 13 1515

3 - 32 - 2 4 - 4

1 - 1

2

2 4

8
8
5

50
20
4

50

3
1
5

8
0
5

9
5
0

1
0
8
0

120

F.P.

2-Pl 150x22x1100  (SM490A)

2-Pl 695x36x1110  (SM490A)
1-Pl 950x50x1120  (SM490A)
1-Pl 1340x80x1040 (SM490A)

2-Pl 240x36x1110  (SM490A)

2-Pl 204x50x150   (SM490A)
2-Pl 750x4.5x13   (SS400)

ブラケット材料 （一基当り）

695 24050

3
6

7
0
0

100 130 100 140 100 130 100

R50

15°
30
°

30
°

1
5
°

6-M16
ねじ深15

7
5

7
5

5
5

1
1
1
0

4
5
0

130110

24050695

1
1
2
0

1
1
1
0

1
1
0
0

7
3
0

1
5
0

2
3
0

26 29

30 90 575

611

22

62

F.P.

10

F.P.

F.P.

150

1
0

1
0

参考質量：1961kg

8
0
4
.
5

1 1

1040

90°
0'0"

φ229

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その３)

[詳細図(１／１１)]

種別 断面 長さ 単位質量 単品重量 質量 材質 NET

鋼 材 数 量

PL 1340*80 1040 628.00 875.2 875.2 SM490A

上部工ブラケット

Σ= 1961.0 kg

5Σ= 9805.0 kg

1基当り

全5基

数量

1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

950*50

695*36

240*36

150*22

204*50

750*4.5

1120

1110

1110

1100

13

150

1

2

2

2

2

2

392.50

282.60

282.60

172.70

392.50

35.33

417.6

218.0

75.3

28.5

12.0

0.3

417.6

436.0

150.6

57.0

24.0

0.6

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SS400

R5
0

1.スカーラップは50Rとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。

  但し,アンカーボルト埋め込み部は除く。

3.施工着手に先立ち,現地寸法等を確認し,製作時

4.ブラケットは縦断勾配なりに取り付けること。

5.「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

6.施工の際には、現場計測を行うこと。

7.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

8.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　きらないようにすること。

　こと。

9.下部工番号は竣工図と異なる。

10.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

  鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

  に鋼材の加工に反映すること。

注記）

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側) 落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その３) S=1:20 79 / 123



 6.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

 7.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

 9.くさび板挿入部のはつり作業は、くさび形状になるよう十分注意すること。

10.はつり範囲は、くさび板から5mm以上確保すること。

11.既設桁の下地処理を行うとともに、エポキシ樹脂注入前に接着面を清掃すること。

12.ブラケット内側は無塗装とし、エッチングプライマー（膜厚15μm）を塗布すること。

13.はつり時に主桁より鉄筋が露出した場合、くさびにスリットを設けること。

側 面 図（参考図）
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　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その４)（参考図）

[詳細図(２／１１) ＧＡ６]

3
0

3
0

 8.「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

コンクリートはつり工
（はつりライン）

（はつりライン）

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側) 落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その４)（参考図） S=1:20 80 / 123



下部工側鋼製ブラケット詳細図
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その５)

2

[詳細図(３／１１) ＧＡ６]

種別 断面 長さ 単位質量 単品重量 質量 材質 NET

鋼 材 数 量(GA6)

PL 669*22 1021 172.70 118.0 SM490A

Σ= 1637.3 kg

1Σ= 1637.3 kg

1基当り

全1基

数量

1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

201*22

196*22

212*22

275*50

1021

1000
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1

1

1

2

2 392.50

35.4

34.6

37.4

110.2

59.1

SM490A
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下部工ブラケット
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PL

669*22

405*22

395*22

385*22
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2
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172.70
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SM490A

SM490A
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SM490A

SM490A

85%

84%
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0.126
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Σ= 654.1 kg

1Σ= 654.1 kg

1基当り

全1基

4.施工の際には、現場計測を行うこと。

5.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

6.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　きらないようにすること。

　こと。

7.下部工番号は竣工図と異なる。

8.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

1.スカーラップは50Rとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。

  但し,アンカーボルト埋め込み部は除く。

3.施工着手に先立ち,現地寸法等を確認し,製作時

  鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

  に鋼材の加工に反映すること。

注記）

アンカーボルト詳細図 S=1:5

削孔長 625
ネジ切り長

140
3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)樹脂パテ材
(t=5mm)

座金(M39用)

エポキシ樹脂系注入材

削
孔

径
φ5

1

755
615 140

5 55 60 20

アンカーボルトD41x755
(M39ネジ切り L=140)

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図

20

2
0

ベースプレート樹脂パテ(t=5mm)

S=1:5

不陸調整材

シール材

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側) 落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その５) S=1:20 81 / 123



 6.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

 7.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

 9.くさび板挿入部のはつり作業は、くさび形状になるよう十分注意すること。

10.はつり範囲は、くさび板から5mm以上確保すること。

11.既設桁の下地処理を行うとともに、エポキシ樹脂注入前に接着面を清掃すること。

12.ブラケット内側は無塗装とし、エッチングプライマー（膜厚15μm）を塗布すること。

13.はつり時に主桁より鉄筋が露出した場合、くさびにスリットを設けること。

側 面 図（参考図）
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20.5 440 100 440 20.5

1021

20.6 440 100 440 20.6

1021.1

32-Bolt M20x 45 (強度区分8.8)座金付

1-PL 668x22x1021 (SM490A)

1-PL 197x22x1021 (SM490A)

32-Bolt M30x200 (強度区分8.8)座金付

1-PL 668x22x1021 (SM490A)

2-PL 600x35x980  (SM490A)
2-PL 180x35x980  (SM490A)

2-PL 212x22x1021 (SM490A)
2-PL 275x50x1021 (SM490A)
1-PL 406x22x1000 (SM490A)
1-PL 395x22x1000 (SM490A)
1-PL 385x22x1000 (SM490A)
1-PL 375x22x1000 (SM490A)
1-PL 364x22x1000 (SM490A)

1-PL 202x22x1021 (SM490A)

1-PL 400x22x1000 (SM490A)
1-PL 389x22x1000 (SM490A)
1-PL 378x22x1000 (SM490A)
1-PL 367x22x1000 (SM490A)
1-PL 356x22x1000 (SM490A)

　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その６)（参考図）

[詳細図(４／１１) ＧＡ５]
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 8.「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

コンクリートはつり工
（はつりライン）

コンクリートはつり工
（はつりライン）

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側) 落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その６)（参考図） S=1:20 82 / 123



下部工側鋼製ブラケット詳細図
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1-Pl  740x55x870 (SM490A)

2-Pl  460x22x350 (SM490A)
2-Pl  160x22x450 (SM490A)

1-Pl  474x22x130 (SM490A)

2-Pl  101x32x340 (SM490A)

8-Anc Bolt D41x755(SD345)(座金付)

8-1種 Nut  M39用

8-3種 Nut  M39用

1-Pl  556x22x130 (SM490A)

1-Pl  480x22x450 (SM490A)

5055

参考質量：654kgブラケット材料 （一基当り）
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その７)

2

2

[詳細図(５／１１) ＧＡ５]

種別 断面 長さ 単位質量 単品重量 質量 材質 NET

鋼 材 数 量(GA5)

PL 668*22 1021 172.70 117.8 SM490A

Σ= 1637.5 kg

1Σ= 1637.5 kg
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下部工ブラケット

PL

PL

PL

PL

PL
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84%

84%

83%
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84%

83%

82%

ﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金
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M30

M20 45
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32
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0.232
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42.4
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SS400

SS400

PL 740*55 870 431.75 278.0 SM490A1
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2
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340
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SM490A
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ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

2

2

2

172.70

278.0

12.5

10.6

37.3

24.8

55.6

129.8

17.2

17.2

D41 755 8 10.5 7.928 63.4 SD345

M39

M39

M39

8

8

8

0.506

0.375

0.126

4.0

3.0

1.0

Σ= 654.4 kg

1Σ= 654.4 kg

1基当り

全1基

4.施工の際には、現場計測を行うこと。

5.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

6.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　きらないようにすること。

　こと。

7.下部工番号は竣工図と異なる。

8.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

1.スカーラップは50Rとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。

  但し,アンカーボルト埋め込み部は除く。

3.施工着手に先立ち,現地寸法等を確認し,製作時

  鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

  に鋼材の加工に反映すること。

注記）

アンカーボルト詳細図 S=1:5

削孔長 625
ネジ切り長

140
3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)樹脂パテ材
(t=5mm)

座金(M39用)

エポキシ樹脂系注入材

削
孔

径
φ5

1

755
615 140

5 55 60 20

アンカーボルトD41x755
(M39ネジ切り L=140)

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図

20

2
0

ベースプレート樹脂パテ(t=5mm)

S=1:5

不陸調整材

シール材

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側) 落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その７) S=1:20 83 / 123



 6.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

 7.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

 9.くさび板挿入部のはつり作業は、くさび形状になるよう十分注意すること。

10.はつり範囲は、くさび板から5mm以上確保すること。

11.既設桁の下地処理を行うとともに、エポキシ樹脂注入前に接着面を清掃すること。

12.ブラケット内側は無塗装とし、エッチングプライマー（膜厚15μm）を塗布すること。

13.はつり時に主桁より鉄筋が露出した場合、くさびにスリットを設けること。
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1021
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1021.1

32-Bolt M20x 45 (強度区分8.8)座金付

1-PL 658x22x1021 (SM490A)

1-PL 212x22x1021 (SM490A)

32-Bolt M30x200 (強度区分8.8)座金付

1-PL 658x22x1021 (SM490A)

2-PL 600x35x980  (SM490A)
2-PL 180x35x980  (SM490A)

2-PL 212x22x1021 (SM490A)
2-PL 275x50x1021 (SM490A)
1-PL 416x22x1000 (SM490A)
1-PL 405x22x1000 (SM490A)
1-PL 395x22x1000 (SM490A)
1-PL 385x22x1000 (SM490A)
1-PL 374x22x1000 (SM490A)

1-PL 216x22x1021 (SM490A)

1-PL 411x22x1000 (SM490A)
1-PL 400x22x1000 (SM490A)
1-PL 389x22x1000 (SM490A)
1-PL 378x22x1000 (SM490A)
1-PL 367x22x1000 (SM490A)

橋軸直角方向

　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その８)（参考図）

[詳細図(６／１１) ＧＡ４]
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 8.「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

コンクリートはつり工
（はつりライン）

コンクリートはつり工
（はつりライン）

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側) 落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その８)（参考図） S=1:20 84 / 123
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F.P.
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C20
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498 22

520

5055

参考質量：657kgブラケット材料 （一基当り）

上側

下側

3
9
5

3
9
5

65 65
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GA6側 GA1側

460 360

7
9
0

6
5

7
5

2
4
0

1
6
0

2
5
0

4
6
0

2
5

2
5

5
1
0

9
2

3
6

3
6

9
2

2
0
4

2x4-φ18キリ
22160 350

230 90 30

1
5
5

1
5
0

1
5
5

1
0

2
2

4
1
6

2
2

1
0

1
5

4
8
0

1
5

ガイドブロック用100

740

556

7

473

499

82
0

65°

GA6側 GA1側

G
A
6
側

G
A
1
側

2-Pl  204x36x150 (SM490A)

2-Pl  740x22x510 (SM490A)

1-Pl  820x55x790 (SM490A)

2-Pl  460x22x350 (SM490A)
2-Pl  160x22x450 (SM490A)

1-Pl  473x22x130 (SM490A)

2-Pl  101x32x340 (SM490A)

8-Anc Bolt D41x755(SD345)(座金付)

8-1種 Nut  M39用

8-3種 Nut  M39用

1-Pl  556x22x130 (SM490A)

1-Pl  480x22x450 (SM490A)

1 - 12 - 2 3 - 3

4 - 4

3
3

8-φ46孔

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その９)

2

2

[詳細図(７／１２) ＧＡ４]

種別 断面 長さ 単位質量 単品重量 質量 材質 NET

鋼 材 数 量(GA4)

PL 658*22 1021 172.70 116.0 SM490A

Σ= 1657.3 kg

1Σ= 1657.3 kg

1基当り

全1基

数量

1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

216*22

212*22

212*22

275*50

1021

1000

1021

1

1

1

2

2 392.50

38.1

37.4

37.4

110.2

61.1

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

下部工ブラケット

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

658*22

416*22

405*22

395*22

385*22

374*22

411*22

400*22

389*22

378*22

367*22

600*35

180*35

1021

1021

1021

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

980

980

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

274.75

274.75

116.0

59.1

57.4

55.7

53.8

60.2

58.3

56.4

54.5

52.6

161.6

48.5

116.0

116.0

38.1

37.4

74.8

220.4

61.1

59.1

57.4

55.7

53.8

60.2

58.3

56.4

54.5

52.6

323.2

97.0

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

85%

85%

84%

84%

83%

85%

84%

84%

84%

83%

ﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

ﾎﾞﾙﾄ

M30 200 32

M30

M30

M30

M20 45

32

32

64

32

1.325

0.232

0.178

0.058

0.190

42.4

7.4

5.7

3.7

6.1

SS400

SS400

PL 820*55 790 431.75 279.7 SM490A1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

556*22

473*22

480*22

160*22

510

350

450

2

1

1

1

2

12.5

10.6

37.3

12.4

27.8

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

PL

PL

740*22

460*22

101*32

204*36

130

130

450

340

150

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

251.20

282.60

65.2

8.6

8.6

SM490A

SM490A

SM490A

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

2

2

2

172.70

279.7

12.5

10.6

37.3

24.8

55.6

130.4

17.2

17.2

D41 755 8 10.5 7.928 63.4 SD345

M39

M39

M39

8

8

8

0.506

0.375

0.126

4.0

3.0

1.0

Σ= 656.7 kg

1Σ= 656.7 kg

1基当り

全1基

4.施工の際には、現場計測を行うこと。

5.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

6.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　きらないようにすること。

　こと。

7.下部工番号は竣工図と異なる。

8.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

1.スカーラップは50Rとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。

  但し,アンカーボルト埋め込み部は除く。

3.施工着手に先立ち,現地寸法等を確認し,製作時

  鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

  に鋼材の加工に反映すること。

注記）

アンカーボルト詳細図 S=1:5

削孔長 625
ネジ切り長

140
3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)樹脂パテ材
(t=5mm)

座金(M39用)

エポキシ樹脂系注入材

削
孔

径
φ5

1

755
615 140

5 55 60 20

アンカーボルトD41x755
(M39ネジ切り L=140)

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図

20

2
0

ベースプレート樹脂パテ(t=5mm)

S=1:5

不陸調整材

シール材

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側) 落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その９) S=1:20 85 / 123



 6.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

 7.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

 9.くさび板挿入部のはつり作業は、くさび形状になるよう十分注意すること。

10.はつり範囲は、くさび板から5mm以上確保すること。

11.既設桁の下地処理を行うとともに、エポキシ樹脂注入前に接着面を清掃すること。

12.ブラケット内側は無塗装とし、エッチングプライマー（膜厚15μm）を塗布すること。

13.はつり時に主桁より鉄筋が露出した場合、くさびにスリットを設けること。

側 面 図（参考図）

橋 軸 方 向
2 - 2

G1G6
橋 軸 直 角 方 向

1 - 1

a a

b b

c

c

d

d

a - a

b - b

くさび板詳細図

2
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1
5 3
5

415 150 415

12-M20

5
@
1
0
0
=
5
00

6
0
0

440 440

980

100

50

上　段

2
0

1
5 3
5

415 150 415

4-M20

1
0
0

1
8
0

440 440

980

100

4
0

下　段

補強板詳細図（参考図）

c - c

橋軸方向

G1G6
橋軸直角方向

4
0

A1 P1

A1 P1

橋 軸 方 向A1 P1

ブラケット材料 （一基当り）

45108045

1320

770

1340

10 10

5
0

8
0

1
0
2
0

1
0
7
0

419

75 75

参考質量：1658kg

110 110

16-φ35キリ
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2
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5
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0
0
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0
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2 3
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1040

100 130 100 140 100 130 100
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7
0

8
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6
0
0

2
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0
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2
0

20 980 20

1020
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1 1

3 - 3

G1G6
橋 軸 直 角 方 向

45108045
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770

1340
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8
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0
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0
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軸

方

向
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418

168250 163 250
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1
0
0
0

2
0

5
0
0

5
1
0

5
0

2224013

275 178

2
1
2

1
7
4

6
3
4

22 240 13

275173

2
1
2

1
7
4

6
3
4

1
0
0
0

5
0
0

5
1
0

2
0

F.P. F.P.

5
0

φ20キリ
(吊り用)

φ20キリ
(吊り用)

372

122250 114 250

364

1
0
0
0

2
0

5
0
0

5
1
0

5
0

2224013

275 132

2
1
2

1
2
8

6
8
1

22 240 13

275124

2
1
2

1
2
8

6
8
1

1
0
0
0

5
0
0

5
1
0

2
0

F.P. F.P.

5
0

φ20キリ
(吊り用)

φ20キリ
(吊り用)

d - d

G1G6
橋軸直角方向

4
0
0

3
8
9

3
7
8

3
6
7

4
0
6

3
9
5

3
8
5

3
7
5

4
1
6

4
1
1

1
7
7
.
3

1
3
2
.
5

1
2
4
.
6

1
7
2
.
6

2
7
5

2
7
5

20.5 440 100 440 20.5

1021

20.6 440 100 440 20.6

1021.1

32-Bolt M20x 45 (強度区分8.8)座金付

1-PL 658x22x1021 (SM490A)

1-PL 212x22x1021 (SM490A)

32-Bolt M30x200 (強度区分8.8)座金付

1-PL 658x22x1021 (SM490A)

2-PL 600x35x980  (SM490A)
2-PL 180x35x980  (SM490A)

2-PL 212x22x1021 (SM490A)
2-PL 275x50x1021 (SM490A)
1-PL 416x22x1000 (SM490A)
1-PL 406x22x1000 (SM490A)
1-PL 395x22x1000 (SM490A)
1-PL 385x22x1000 (SM490A)
1-PL 375x22x1000 (SM490A)

1-PL 217x22x1021 (SM490A)

1-PL 411x22x1000 (SM490A)
1-PL 400x22x1000 (SM490A)
1-PL 389x22x1000 (SM490A)
1-PL 378x22x1000 (SM490A)
1-PL 367x22x1000 (SM490A)

　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その１０)（参考図）

[詳細図(８／１１) ＧＡ３]

3
0

3
0

 8.「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

コンクリートはつり工
（はつりライン）

コンクリートはつり工
（はつりライン）

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側) 落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その１０)（参考図） S=1:20 86 / 123
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参考質量：626kgブラケット材料 （一基当り）

上側
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1
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1
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4
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2
2

1
0
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5
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1
5

ガイドブロック用100

743

557

7

472

498

73
0

GA6側 GA1側

G
A
6
側

G
A
1
側

64°

2-Pl  204x36x150 (SM490A)

2-Pl  743x22x510 (SM490A)

1-Pl  730x55x790 (SM490A)

2-Pl  460x22x350 (SM490A)
2-Pl  160x22x450 (SM490A)

1-Pl  472x22x130 (SM490A)

2-Pl  101x32x340 (SM490A)

8-Anc Bolt D41x755(SD345)(座金付)

8-1種 Nut  M39用

8-3種 Nut  M39用

1-Pl  557x22x130 (SM490A)

1-Pl  480x22x450 (SM490A)

1 - 12 - 2 3 - 3

4 - 4

3
3

8-φ46孔

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その１１)

2

2

[詳細図(９／１１) ＧＡ３]

種別 断面 長さ 単位質量 単品重量 質量 材質 NET

鋼 材 数 量(GA3)

PL 658*22 1021 172.70 116.0 SM490A

Σ= 1657.8 kg

1Σ= 1657.8 kg

1基当り

全1基

数量

1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

217*22

212*22

212*22

275*50

1021

1000

1021

1

1

1

2

2 392.50

38.3

37.4

37.4

110.2

61.1

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

下部工ブラケット

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

PL

658*22

416*22

406*22

395*22

385*22

375*22

411*22

400*22

389*22

378*22

367*22

600*35

180*35

1021

1021

1021

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

980

980

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

172.70

274.75

274.75

116.0

59.3

57.4

55.7

53.9

60.2

58.3

56.4

54.5

52.6

161.6

48.5

116.0

116.0

38.3

37.4

74.8

220.4

61.1

59.3

57.4

55.7

53.9

60.2

58.3

56.4

54.5

52.6

323.2

97.0

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

85%

85%

84%

84%

83%

85%

84%

84%

84%

83%

ﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

ﾎﾞﾙﾄ

M30 200 32

M30

M30

M30

M20 45

32

32

64

32

1.325

0.232

0.178

0.058

0.190

42.4

7.4

5.7

3.7

6.1

SS400

SS400

PL 730*55 790 431.75 249.0 SM490A1

PL

PL

PL

PL

PL

PL

557*22

472*22

480*22

160*22

510

350

450

2

1

1

1

2

12.5

10.6

37.3

12.4

27.8

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

SM490A

PL

PL

743*22

460*22

101*32
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340
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282.60

65.4
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SM490A

SM490A

SM490A
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ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金
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2

172.70

249.0

12.5

10.6

37.3

24.8

55.6

130.8

17.2

17.2

D41 755 8 10.5 7.928 63.4 SD345

M39

M39

M39

8
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8

0.506

0.375

0.126

4.0

3.0

1.0

Σ= 626.4 kg

1Σ= 626.4 kg

1基当り

全1基

4.施工の際には、現場計測を行うこと。

5.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

6.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　きらないようにすること。

　こと。

7.下部工番号は竣工図と異なる。

8.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

1.スカーラップは50Rとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。

  但し,アンカーボルト埋め込み部は除く。

3.施工着手に先立ち,現地寸法等を確認し,製作時

  鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

  に鋼材の加工に反映すること。

注記）

アンカーボルト詳細図 S=1:5

削孔長 625
ネジ切り長

140
3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)樹脂パテ材
(t=5mm)

座金(M39用)

エポキシ樹脂系注入材

削
孔

径
φ5

1

755
615 140

5 55 60 20

アンカーボルトD41x755
(M39ネジ切り L=140)

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図

20

2
0

ベースプレート樹脂パテ(t=5mm)

S=1:5

不陸調整材

シール材

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側) 落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その１１) S=1:20 87 / 123



 6.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

 7.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

 9.くさび板挿入部のはつり作業は、くさび形状になるよう十分注意すること。

10.はつり範囲は、くさび板から5mm以上確保すること。

11.既設桁の下地処理を行うとともに、エポキシ樹脂注入前に接着面を清掃すること。

12.ブラケット内側は無塗装とし、エッチングプライマー（膜厚15μm）を塗布すること。

13.はつり時に主桁より鉄筋が露出した場合、くさびにスリットを設けること。

側 面 図（参考図）
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1 - 1

a a

b b

c

c

d

d

a - a

b - b

くさび板詳細図

2
0

1
5 3
5

415 150 415

12-M20

5
@
1
0
0
=
5
00

6
0
0

440 440

980

100

50

上　段

2
0

1
5 3
5

415 150 415

4-M20

1
0
0

1
8
0

440 440

980

100

4
0

下　段

補強板詳細図（参考図）
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32-Bolt M20x 45 (強度区分8.8)座金付

1-PL 667x22x1021 (SM490A)

1-PL 198x22x1021 (SM490A)

32-Bolt M30x200 (強度区分8.8)座金付

1-PL 667x22x1021 (SM490A)

2-PL 600x35x980  (SM490A)
2-PL 180x35x980  (SM490A)

2-PL 212x22x1021 (SM490A)
2-PL 275x50x1021 (SM490A)
1-PL 407x22x1000 (SM490A)
1-PL 396x22x1000 (SM490A)
1-PL 386x22x1000 (SM490A)
1-PL 376x22x1000 (SM490A)
1-PL 365x22x1000 (SM490A)

1-PL 203x22x1021 (SM490A)

1-PL 401x22x1000 (SM490A)
1-PL 390x22x1000 (SM490A)
1-PL 379x22x1000 (SM490A)
1-PL 368x22x1000 (SM490A)
1-PL 357x22x1000 (SM490A)

　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その１２)（参考図）

[詳細図(１０／１２) ＧＡ２]
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 8.「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

F.P.

F.P.

F.P.

F.P.F.P.

F.P.

F.P.

F.P.

コンクリートはつり工
（はつりライン）

コンクリートはつり工
（はつりライン）

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側) 落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その１２)（参考図） S=1:20 88 / 123



下部工側鋼製ブラケット詳細図
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2-Pl  204x36x150 (SM490A)

2-Pl  745x22x510 (SM490A)

1-Pl  640x55x790 (SM490A)

2-Pl  460x22x350 (SM490A)
2-Pl  160x22x450 (SM490A)

1-Pl  472x22x130 (SM490A)

2-Pl  101x32x340 (SM490A)

8-Anc Bolt D41x755(SD345)(座金付)

8-1種 Nut  M39用

8-3種 Nut  M39用

1-Pl  557x22x130 (SM490A)

1-Pl  480x22x450 (SM490A)

1 - 12 - 2 3 - 3

4 - 4

3
3

8-φ46孔

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その１３)

2

2

[詳細図(１１／１１) ＧＡ１]

種別 断面 長さ 単位質量 単品重量 質量 材質 NET

鋼 材 数 量(GA2)

PL 667*22 1021 172.70 117.6 SM490A

Σ= 1639.4 kg

1Σ= 1639.4 kg

1基当り

全1基
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1000

1021

1

1

1

2
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SM490A
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下部工ブラケット
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PL
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172.70

172.70
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117.6

35.8

34.9

74.8

220.4

59.5

57.6
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84%

84%

83%
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84%
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84%

83%

83%

ﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

ﾎﾞﾙﾄ

M30 200 32

M30
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M30

M20 45

32

32

64

32

1.325

0.232

0.178

0.058

0.190

42.4

7.4

5.7

3.7

6.1

SS400

SS400

PL 640*55 790 431.75 218.3 SM490A1
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PL
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472*22

480*22

160*22
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2
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2
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37.3
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PL
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745*22

460*22

101*32

204*36

130
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450

340

150

172.70
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172.70
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251.20

282.60

65.6

8.6

8.6

SM490A
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ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾅｯﾄ(1種)

ﾅｯﾄ(3種)

座金

2

2

2

172.70

218.3

12.5

10.6

37.3

24.8

55.6

131.2

17.2

17.2

D41 755 8 10.5 7.928 63.4 SD345

M39

M39

M39

8

8

8

0.506

0.375

0.126

4.0

3.0

1.0

Σ= 596.1 kg

1Σ= 596.1 kg

1基当り

全1基

4.施工の際には、現場計測を行うこと。

5.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

6.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　きらないようにすること。

　こと。

7.下部工番号は竣工図と異なる。

8.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

1.スカーラップは50Rとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛めっき仕様とする。

  但し,アンカーボルト埋め込み部は除く。

3.施工着手に先立ち,現地寸法等を確認し,製作時

  鋼板（HDZT77）、ボルト・ナット類（HDZT49）

  に鋼材の加工に反映すること。

注記）

アンカーボルト詳細図 S=1:5

削孔長 625
ネジ切り長

140
3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)樹脂パテ材
(t=5mm)

座金(M39用)

エポキシ樹脂系注入材

削
孔

径
φ5

1

755
615 140

5 55 60 20

アンカーボルトD41x755
(M39ネジ切り L=140)

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図

20

2
0

ベースプレート樹脂パテ(t=5mm)

S=1:5

不陸調整材

シール材

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側) 落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図(その１３) S=1:20 89 / 123
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注１.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

注２.PCケーブル設置時は偏向具位置で勾配を調整すること。

部   品   図 Ｓ＝ 1:10

2 セーフティストッパー 3 コイルスプリング 防錆座金5防錆支圧板4 防錆キャップ(A)7緩衝パッキン6

※ 固定バンドにより締付ける

※
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2
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1 ＰＣ鋼より線・ナット(PW170)

9 ガイドブロック8 防錆キャップ(C)

10 取付用受台

Ｎｏ 名    称 寸    法 材    質 単 位 備   考

1 ＰＣ鋼より線・ナット ＳＷＰＲ 組 ＰＥコート

2 セーフティストッパー φ350x160 ＳＳ４００＋合成ゴム＋ネオプラス 個

4 防錆支圧板 φ350x34 ＳＳ４００＋ネオプラス 枚

5 防錆座金 φ200x25 ＳＳ４００＋ネオプラス 枚
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六角穴付き止めねじ
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A1 P1
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位　置　図

　1.施工の際には、現場計測を行うこと。

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

　4.下部工番号は竣工図と異なる。

　5.検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:20 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１－Ｑ２ 構造図〈参考図〉

[詳細図]

規格表

設計水平力(PCｹｰﾌﾞﾙ1本当たり)

設 計 遊 間 量 200

1410

落 橋 防 止 構 造 仕 様

kN

mm

こととし、この姿図は参考とする。
落橋防止構造は上記の性能を有する製品を使用する

取 付 詳 細 図 Ｓ＝ 1:10

セ
ッ

ト
高

:
3
30

64517
9 9

12 3 4 5 8 10

セット高さ

330

25
34

33 63
25
34
25
25 2020 160 200

2740

63
33

φ
3
5
0

φ
3
5
0

PW170  l=2740

φ475x555

1
5
0

5
5
5

B-B

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ａ１側) 落橋防止構造Ｕ１ーＱ２ 構造図（参考図） S=1:20 90 / 123
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コンクリート削孔 φ51×625
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チェーン作用時
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全周にシール材
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位置図
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落橋防止構造
設置箇所：2本

上部工ブラケット取付詳細図 S＝1:20
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落橋防止構造
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平均厚　30mm
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断面図 S＝1:40
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アンカーボルト    D35× L2
コンクリート削孔 φ45×535
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

▽下部工天端

上部工側ブラケット
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26

下部工側ブラケット
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3
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66°
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10

アンカーボルト    D35×L
コンクリート削孔 φ45×535
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

アンカーボルト 　 D35× L1
コンクリート削孔 φ45×535
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

L

L1 650

L2 665
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1.25%

[取付図]

注記)

   ように留意すること。

   (d:アンカー径)以上を確保すること。

2）上下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

4）アンカーボルト定着長は既設躯体より15d

1）図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

　 以上とする。

5) 無収縮モルタルの設計基準強度は、σck＝24N/mm2

3) 既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

図  示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

施工会社名

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ｐ２側)

落橋防止構造Ｃ１ーＱ１ 構造図(その１)

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

2036

3054

1544

450

落橋防止構造　設計条件
項      目 単　位 数　　　量

死荷重反力 kN

設計水平力 kN

1本当たりの引張力 kN/基

設計移動量 mm

20×20

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ｐ２側)落橋防止構造Ｃ１ーＱ１ 構造図(その１) S=1:100 91 / 123



下部工ブラケット詳細図 S＝1:20 S＝1:20上部工ブラケット詳細図

S＝1:4シール材詳細図

シール材

不陸調整
ベースプレート
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下部アンカーボルト詳細図 S＝1:20上部アンカーボルト詳細図 S＝1:20
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 6-Rib  PL  190 × 32 ×   530  (SM490B)

 1-Base PL  1130 × 28 × 1700  (SM490B)

115
ネジ切り長
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M39－座金
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材料1基当り (全2基)
 7-Anc Bolt D35 × 650 (SD345)

14-Nut      M33 3種ナット

14-Nut      M33 1種ナット

14-Washer   M33 座金アンカーボルトD35

エポキシ樹脂注入

無収縮モルタル

平均厚　30mm

M33－3種ナット

M33－1種ナット

M33－座金

M33 ネジ切り加工

 7-Anc Bolt D35 × 665 (SD345)

210

[詳細図]

注記)

            HDZT77    鋼　　板

2）特記なきスカーラップはR50とする。

1）ブラケットの製作は、現地調査の上、最終決定のこと。

3) 下記の通りの溶融亜鉛めっきとする。

            HDZT49    アンカーボルト

4) コンクリート削孔は鉄筋探査を行い、

   既設鉄筋を切断しないように留意すること。

5）「F.P.」表記のある箇所は完全溶け込み溶接を用いる。

図  示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

施工会社名

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ｐ２側)

落橋防止構造Ｃ１－Ｑ１ 構造図(その２)

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

材　料　表　(落橋防止構造1本当たり)

名　　称 規　　格 単位 数　　量 摘　　　要

ショックレスチェーン 本

強力チェーン 個

強力シャックル 個

調整シャックル 個

1545kN 1 SCM420H

1545kN 0 SCM420H

1545kN 0 SCM435又はSCM435H

1545kN 2 SCM435又はSCM435H

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

高梨高架橋(上り線) Ｐ１橋脚(Ｐ２側)落橋防止構造Ｃ１－Ｑ１ 構造図(その２) S=1:20 92 / 123



断面図 S=1:40

平面図

S=1:40側面図

1 - 1

S=1:100正面図

S=1:20
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t=5mm

全周にシール材　20×20　

CLma
x=31

63

取付直線長 27
83

9
45

チェーン作用時
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アンカーボルト   Ｄ32×580
コンクリート削孔 φ42×490
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

アンカーボルト 　 D35×L
コンクリート削孔 φ45×535
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2
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▽下部工天端
上部工側ブラケット

位置図

P10 P11 P21 A2 ～

落橋防止構造C1-Q2
設置箇所：2本
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75 930 75

アンカーボルト    D35× L2
コンクリート削孔 φ45×535
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

アンカーボルト    D35× L1
コンクリート削孔 φ45×535
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

S=1:40
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L

L1 665

L2 645

※< >内寸法は、TYPE-2を示す。

1.66%

[取付図]

注記)

   ように留意すること。

   (d:アンカー径)以上を確保すること。

2）上下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

4）アンカーボルト定着長は既設躯体より15d

1）図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

　 以上とする。

5) 無収縮モルタルの設計基準強度は、σck＝24N/mm2

3) 既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

図  示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

施工会社名

高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ１１側)

落橋防止構造Ｃ１ーＱ２ 構造図(その１)

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造　設計条件
項      目 単　位 数　　　量

死荷重反力 kN

設計水平力 kN

1本当たりの引張力 kN/基

設計移動量 mm

1307

1562

819

400

高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ１１側)落橋防止構造Ｃ１ーＱ２ 構造図(その１) S=1:100 93 / 123



下部工ブラケット詳細図 S=1:20

S=1:4シール材詳細図
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不陸調整
ベースプレート
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S=1:20上部工ブラケット詳細図

緩衝チェーン 5型(825kN)5リンク(参考図) S=1:20
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下部アンカーボルト詳細図 S＝1:20上部アンカーボルト詳細図 S＝1:20
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 4-Anc Bolt D35 × 645 (SD345)
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100
ネジ切り長

削孔長 490

10

5定着長 480 25 70

580

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm
エポキシ樹脂注入

削
孔
径

φ
42

材料1基当り (全2基)
 6-Anc Bolt D32 × 580 (SD345)

 6-Nut      M30 3種ナット

 6-Nut      M30 1種ナット

 6-Washer   M30 座金

M30－3種ナット M30－1種ナット

M30 ネジ切り加工M30－座金

アンカーボルトD32

2225
22

69

9

200200

325<365> 575<535>

75
.5
°

TYPE-1<TYPE-2>

材料1基当り (全2基)

 1-Top  PL   325 × 25 × 710 (SM490A)

 2-PL      φ260 × 22        (SM490A)

 2-Rib  PL   160 × 25 × 170 (SM490A)
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 2-Rib  PL   160 × 25 × 211 (SM490A)

材料1基当り (全2基)

 1-Top  PL   375 × 25 × 860  (SM490A)
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 4-Rib  PL   200 × 28 × 510  (SM490B)

 1-Base PL  1080 × 25 × 900  (SM490A)
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[詳細図]

注記)

            HDZT77    鋼　　板

2）特記なきスカーラップはR50とする。

1）ブラケットの製作は、現地調査の上、最終決定のこと。

3) 下記の通りの溶融亜鉛めっきとする。

            HDZT49    アンカーボルト

4) コンクリート削孔は鉄筋探査を行い、

   既設鉄筋を切断しないように留意すること。

5）「F.P.」表記のある箇所は完全溶け込み溶接を用いる。

図  示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

施工会社名

高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ１１側)

落橋防止構造Ｃ１ーＱ２ 構造図(その２)

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

材　料　表　(落橋防止構造1本当たり)

名　　称 規　　格 単位 数　　量 摘　　　要

ショックレスチェーン 本

強力チェーン 個

強力シャックル 個

調整シャックル 個

825kN 1 SCM420H

5 SCM420H

1 SCM435又はSCM435H

2 SCM435又はSCM435H

825kN

825kN

825kN

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ１１側)落橋防止構造Ｃ１ーＱ２ 構造図(その２) S=1:20 94 / 123



断面図 S＝1:40 S＝1:100正面図S＝1:40側面図

S＝1:40平面図

1 - 1

注記)

   ように留意すること。

   (d:アンカー径)以上を確保すること。

2）上下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

4）アンカーボルト定着長は既設躯体より15d

1）図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

　 以上とする。

5) 無収縮モルタルの設計基準強度は、σck＝24N/mm2

3) 既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

図  示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

施工会社名

高梨高架橋(上り線) Ａ２橋台

落橋防止構造Ｃ１－Ｑ３ 構造図(その１)

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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アンカーボルト    D32×L
コンクリート削孔 φ42×490
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2
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移動可能量
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A2

P21側
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TYPE-1TYPE-2

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

全周にシール材　20×20

6
94

落橋防止構造
C1-Q3

チェーン作用時

CLmax=2895

取付直線長 2509

アンカーボルト   Ｄ41×730
コンクリート削孔 φ51×625
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

1
00

3
00

8
00

8
10

3
00

1
00

1
3.
9°
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アンカーボルト    D32×L2
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※< >内寸法は、TYPE-2を示す。

1

615 10

位置図

P10 P11 P21 A2 ～

落橋防止構造C1-Q3
設置箇所：2本

アンカーボルト    D32×L1
コンクリート削孔 φ42×490
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

L

L1 620

L2 605

S=1:20上部工ブラケット取付詳細図

無収縮モルタル
平均厚　35mm

2.00%

[取付図]

1462

2193

1130

400

落橋防止構造　設計条件
項      目 単　位 数　　　量

死荷重反力 kN

設計水平力 kN

1本当たりの引張力 kN/基

設計移動量 mm

高梨高架橋(上り線) Ａ２橋台 落橋防止構造Ｃ１－Ｑ３ 構造図(その１) S=1:100 95 / 123



下部工ブラケット詳細図 S＝1:20 S＝1:20上部工ブラケット詳細図

S＝1:4シール材詳細図

シール材

不陸調整
ベースプレート

20

20

下部アンカーボルト詳細図 S＝1:20

材料1基当り (全2基)

 1-Top  PL   375 × 32 × 760      (SM490B)

 2-PL      φ310 × 25             (SM490A)

 2-Rib  PL   160 × 28 × 195      (SM490B)

 1-Base PL   450<490> × 28 × 800 (SM490B)

材料1基当り (全2基)

 1-Top  PL  425 × 32 × 1360 (SM490B)

 2-PL     φ310 × 25         (SM490A)

 6-Rib  PL  180 × 28 × 505  (SM490B)

 1-Base PL  1080× 28 × 1400 (SM490B)

材料1基当り (全2基)
 6-Anc Bolt D41 × 730 (SD345)

 6-Nut      M39 3種ナット

 6-Nut      M39 1種ナット

 6-Washer   M39 座金

注記)

            HDZT77    鋼　　板

2）特記なきスカーラップはR50とする。

1）ブラケットの製作は、現地調査の上、最終決定のこと。

3) 下記の通りの溶融亜鉛めっきとする。

            HDZT49    アンカーボルト

4) コンクリート削孔は鉄筋探査を行い、

   既設鉄筋を切断しないように留意すること。

5）「F.P.」表記のある箇所は完全溶け込み溶接を用いる。

緩衝チェーン 8型(1200kN)1リンク(参考図)

図  示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

施工会社名

高梨高架橋(上り線) Ａ２橋台

落橋防止構造Ｃ１ーＱ３ 構造図(その２)

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

上部アンカーボルト詳細図 S＝1:20

材料1基当り (全2基)
  6-Anc Bolt D32 × 620 (SD345)

 12-Nut      M30 3種ナット

 12-Nut      M30 1種ナット

 12-Washer   M30 座金
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緩衝チェーン全長 CL'= 2690 mm
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[詳細図]

材　料　表　(落橋防止構造1本当たり)

名　　称 規　　格 単位 数　　量 摘　　　要

ショックレスチェーン 本

強力チェーン 個

強力シャックル 個

調整シャックル 個

1200kN 1 SCM420H

1 SCM420H

1 SCM435又はSCM435H

2 SCM435又はSCM435H

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

1200kN

1200kN

1200kN

高梨高架橋(上り線) Ａ２橋台 落橋防止構造Ｃ１ーＱ３ 構造図(その２) S=1:20 96 / 123



[取付図]

注記)

   ように留意すること。

   (d:アンカー径)以上を確保すること。

2）上下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

4）アンカーボルト定着長は既設躯体より15d

1）図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

　 以上とする。

5) 無収縮モルタルの設計基準強度は、σck＝24N/mm2

3) 既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

図  示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

施工会社名

高梨高架橋(下り線) Ｐ９橋脚(Ｐ８側)

落橋防止構造Ｃ１ーＱ４ 構造図(その１)

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

断面図 S＝1:20 S＝1:50正面図S＝1:20側面図

S＝1:20平面図

1 - 1

上部工ブラケット取付詳細図 S＝1:10

P9

P8側 P10側

1

1

75 930 75

1080

上部工側ブラケット
▽下部工天端

8
60

75
3
20

1
80

75

6
50

75 250 75

400

7
59

下部工側ブラケット

2057 4244 2070

8371

落橋防止構造C1-Q4

6
50

400

6
50

400

TYPE1
TYPE2

75 230<225> 250<150> 150<225> 75

780<750>

35
25

2
20

1
35

475<445> 305

75 930 75

1080

無収縮モルタル
平均厚　35mm

35
25

2
20

1
35

75
2
5
0

75
4
0
0

10
435
445

75.4°

1910350
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チェーン作用時

取付直線長 2055
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コンクリート削孔 φ42×490
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2
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エポキシ樹脂注入 γ＝1.2
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位置図

落橋防止構造C1-Q4
設置箇所：2本

L

L1 600

L2 620

アンカーボルト　   D32×L2
コンクリート削孔  φ42×490
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

アンカーボルト    D32×L1
コンクリート削孔 φ42×490
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

TYPE-1<TYPE-2>

25 5
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1128

596

350

落橋防止構造　設計条件
項      目 単　位 数　　　量

死荷重反力 kN

設計水平力 kN

1本当たりの引張力 kN/基

設計移動量 mm

高梨高架橋(下り線) Ｐ９橋脚(Ｐ８側)落橋防止構造Ｃ１ーＱ４ 構造図(その１) S=1:100 97 / 123



[詳細図]

注記)

            HDZT77    鋼　　板

2）特記なきスカーラップはR50とする。

1）ブラケットの製作は、現地調査の上、最終決定のこと。

3) 下記の通りの溶融亜鉛めっきとする。

            HDZT49    アンカーボルト

4) コンクリート削孔は鉄筋探査を行い、

   既設鉄筋を切断しないように留意すること。

5）「F.P.」表記のある箇所は完全溶け込み溶接を用いる。

図  示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

施工会社名

高梨高架橋(下り線) Ｐ９橋脚(Ｐ８側)

落橋防止構造Ｃ１ーＱ４ 構造図(その２)

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

下部工ブラケット詳細図 S＝1:10 S＝1:10上部工ブラケット詳細図

S＝1:2シール材詳細図

シール材

不陸調整
ベースプレート

20

20

下部アンカーボルト詳細図 S＝1:10上部アンカーボルト詳細図 S＝1:10
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6 - 6

4 - 4 5 - 5

緩衝チェーン 4型(615kN)3リンク(参考図)
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 8-Washer   M30 座金
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(地震時許容伸び量 ⊿a = 140mm、CLmax= 2384 mm)
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(地震時許容伸び量 ⊿a = 140mm、CLmax= 2384 mm)
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 4-Anc Bolt D32 × 620 (SD345)
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°
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無収縮モルタル

平均厚　35mm

1
90

材　料　表　(落橋防止構造1本当たり)

名　　称 規　　格 単位 数　　量 摘　　　要

ショックレスチェーン 本

強力チェーン 個

強力シャックル 個

調整シャックル 個

615kN 1 SCM420H

615kN 3 SCM420H

615kN 1 SCM435又はSCM435H

615kN 2 SCM435又はSCM435H

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

高梨高架橋(下り線) Ｐ９橋脚(Ｐ８側)落橋防止構造Ｃ１ーＱ４ 構造図(その２) S=1:20 98 / 123



S=1:40側面図 [取付図]

注記)

   ように留意すること。

   (d:アンカー径)以上を確保すること。

2）上下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

4）アンカーボルト定着長は既設躯体より15d

1）図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

　 以上とする。

5) 無収縮モルタルの設計基準強度は、σck＝24N/mm2

3) 既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

図  示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

施工会社名

高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ１１側)

落橋防止構造Ｃ１ーＱ５ 構造図(その１)

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

断面図 S=1:20

S=1:20平面図

1 - 1

S=1:50正面図

S=1:10上部工ブラケット取付詳細図

CLma
x=31

63

取付直線長 27
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9
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チェーン作用時

落橋防止構造
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下部工側ブラケット
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移動可能量

3022

P10

P11側P9側

75 250<380> 75

1030

1
45

2
30

35

635<565>395<465>

250

25

380<250>

無収縮モルタル
平均厚　35mm
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1
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2
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35

アンカーボルト   Ｄ32×580
コンクリート削孔 φ42×490
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

落橋防止構造

205642632048

8367

アンカーボルト  　D35×L
コンクリート削孔 φ45×535
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2
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10
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1
7.
2°

TYPE-1
TYPE-2

上部工側ブラケット

▽下部工天端

P10 P11 P21 A2
 ～

位置図

落橋防止構造C1-Q5
設置箇所：2本

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

全周にシール材　20×20

75 75

1030

1080

75 930 75

アンカーボルト  　D35×L2
コンクリート削孔 φ45×535
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

アンカーボルト    D35×L1
コンクリート削孔 φ45×535
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2
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<380>
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L

L1 650

L2 670
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7
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400

7
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75.5°525

TYPE-1<TYPE-2>

落橋防止構造　設計条件
項      目 単　位 数　　　量

死荷重反力 kN

設計水平力 kN

1本当たりの引張力 kN/基

設計移動量 mm

979

1469

769

400

1

1

C1-Q5

高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ１１側)落橋防止構造Ｃ１ーＱ５ 構造図(その１) S=1:100 99 / 123



[詳細図]

注記)

            HDZT77    鋼　　板

2）特記なきスカーラップはR50とする。

1）ブラケットの製作は、現地調査の上、最終決定のこと。

3) 下記の通りの溶融亜鉛めっきとする。

            HDZT49    アンカーボルト

4) コンクリート削孔は鉄筋探査を行い、

   既設鉄筋を切断しないように留意すること。

5）「F.P.」表記のある箇所は完全溶け込み溶接を用いる。

図  示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 /図面番号

施工会社名

高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ１１側)

落橋防止構造Ｃ１ーＱ５ 構造図(その２)

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

下部工ブラケット詳細図 S=1:10

S=1:2シール材詳細図

シール材

不陸調整
ベースプレート

20

20

S=1:10上部工ブラケット詳細図

緩衝チェーン 5型(825kN)5リンク(参考図) S=1:10
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F.P.

下部アンカーボルト詳細図 S＝1:10上部アンカーボルト詳細図 S＝1:10

250<380> 250

395<465> 635<565>

TYPE-1<TYPE-2>

材料1基当り (全2基)

 1-Top  PL   375 × 25 × 990  (SM490A)

 2-PL      φ260 × 22         (SM490A)

 4-Rib  PL   190 × 28 × 510  (SM490B)

 1-Base PL  1080 × 25 ×1030  (SM490A)
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 4-Anc Bolt D35 ×650 (SD345)

 8-Nut      M33 3種ナット

 8-Nut      M33 1種ナット

 8-Washer   M33 座金
アンカーボルトD35

エポキシ樹脂注入

無収縮モルタル

平均厚　35mm

M33－3種ナット

M33－1種ナット
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145

25 325

3
55

3
55

20
7
10

20

50

∅6
4孔

20
1
40

25
1
60

1082020191

128211

400

75
3
00

3
00

75

7
50

7525075

400

25
25

2
00

3
50

2
00

200200

50

R5
0

∅260

3 - 3

1 - 1 2 - 2

(11)
(11) 45°

5

5

45°

2225
22

69

9

200200

75
.5
°

材料1基当り (全2基)

 1-Top  PL   325 × 25 × 710 (SM490A)

 2-PL      φ260 × 22        (SM490A)

 2-Rib  PL   160 × 25 × 170 (SM490A)

 1-Base PL   400 × 25 × 750 (SM490A)

 2-Rib  PL   160 × 25 × 211 (SM490A)

180

F.P.

17.51702517017.5

調整シャックル ショックレスチェーン 強力シャックル

6060

調整シャックル

60

緩衝チェーン全長 CL' = 3003 mm
(地震時許容伸び量 ⊿a = 160mm、CLmax = 3163 mm)
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強力チェーン

緩衝チェーン全長 CL' = 3003 mm
(地震時許容伸び量 ⊿a = 160mm、CLmax = 3163 mm)
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 6-Anc Bolt D32 × 580 (SD345)

 6-Nut      M30 3種ナット
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 6-Washer   M30 座金

M30－3種ナット M30－1種ナット

M30 ネジ切り加工M30－座金
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材　料　表　(落橋防止構造1本当たり)

名　　称 規　　格 単位 数　　量 摘　　　要

ショックレスチェーン 本

強力チェーン 個

強力シャックル 個

調整シャックル 個

825kN 1 SCM420H

825kN 5 SCM420H

825kN 1 SCM435又はSCM435H

825kN 2 SCM435又はSCM435H

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ１１側)落橋防止構造Ｃ１ーＱ５ 構造図(その２) S=1:20 100 / 123
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はく落防止対策工撤去・再設置範囲

水平施工(m ) 上向き施工(m )
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-

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:80 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(下り線)

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

Ｐ９橋脚(Ｐ１０側)縁端拡幅工Ｂ　詳細図(その１)

    1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

      鉄筋はSD345を使用する。

    3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

    4.既設コンクリート表面には、新旧コンクリートの付

    5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

    2.本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

すべて完成図を基に作図を行なっている。

    注記）

着性をよくするため、十分なチッピングを施すこと。

    　て施工のこと。

    　のこと。

縁端拡幅工B
[配置図]

高梨高架橋(下り線) Ｐ９橋脚(Ｐ１０側)縁端拡幅工Ｂ　詳細図(その１) S=1:80 101 / 123
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種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg小計

kg合計

鉄筋質量合計
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3H D13 4
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孔
径

φ
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エポキシ樹脂注入

D
22

10 埋込み長330

削孔長 340

アンカーボルト定着部詳細図　S=1:10

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:60 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

高梨高架橋(下り線)

上 信 越 自 動 車 道

    1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

      鉄筋はSD345を使用する。

    3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

    4.既設コンクリート表面には、新旧コンクリートの付

    5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

    2.本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

すべて完成図を基に作図を行なっている。

    注記）

着性をよくするため、十分なチッピングを施すこと。

    　て施工のこと。

    　のこと。

縁端拡幅工B
[配筋図・鉄筋加工図]

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

Ｐ９橋脚(Ｐ１０側)縁端拡幅工Ｂ　詳細図(その２)

高梨高架橋(下り線) Ｐ９橋脚(Ｐ１０側)縁端拡幅工Ｂ　詳細図(その２) S=1:60 102 / 123



1）図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

    ように留意すること。

3）既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

6）検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

4）アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

5）無収縮モルタルの設計基準強度は、σck＝24N/mm2

　  以上とする。

2）上下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

図面番号

図面の種類

設計会社名

縮　　　尺

事務所名
長　 野 　工　 事　 事　 務　 所
東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図　示

高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ９側)
落橋防止構造ＭーＱ１ 構造図

富士技研センター株式会社

S=1:80高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ９側) 落橋防止構造ＭーＱ１ 構造図(その１)

[取付図]

設計移動量

支承高さ

1563 kN設計水平力

１本当たりの引張力

150 mm

261 kN

55 mm

保有水平耐力 1527 kN

落橋防止構造　設計条件

(その１)

G11 G10 G9 G8 G7 G6 G5 G4 G3 G2 G1
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P1A P2A P3A P4A P5A P6A P7A P8A P9A P10A P11A P12A P13A P14A P15A P16A P17A P18A P19A P20A P21A

落橋防止構造M-Q1

位置図

723 10×1002.2=10022 255

11000

721 10×1002.2=10022 517

982 9556 723

11261

正 面 図

4250 2500 4250

1
0
00

1
5
71

1
0
00

1
4
29

4
31

4
69

3
24

5
76

9
00

1
8
00

9
00

2
52

P
11
A側

P
9
A側

P
1
0A

346 346

34

34
4
36

4
31

436431

1758 1000 1007 1000 1007 1000 1229

落橋防止構造M-Q1

1758 1000 1007 1000 1007 1000 1229

落橋防止構造M-Q1

落橋防止構造M-Q1

8
00

6
20

1
4
20

386

アンカーボルト   D38×700

コンクリート削孔 φ48×580
埋込み長=570mm

248 5

100010001000

1000 1000 1000

typeA typeA typeBtypeB typeA typeA

6
20

8
00

6
20

8
00

6
20

8
00
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図面番号

図面の種類

設計会社名

縮　　　尺

事務所名
長　 野 　工　 事　 事　 務　 所
東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図　示

富士技研センター株式会社

S=1:25高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ９側) 落橋防止構造ＭーＱ１ 構造図(その２)

8
00

H1
H2

H3

1000

L1 L2 L3 L4

1
4
20

5
50

6
00

50

175

50 3x300=900 50

6-φ39孔

210 38 50

38210

8
00

2
20

5
50

6
00

50

9

7

2
00

緩衝材

175

A - A

B

B

D D

C - C

B - B

 6-アンカーボルト

 6-NUT M36 (第3種)

D38 x 700(SD345)

 1-PL

 7-PL

 6-PL

1000 X 38 X 1420 (SM490B)

 195 X 22 X  278 (SM490A) 

  98 X 22 X   98 (SM490A) 

 6-NUT M36 (第1種)

38
2
10 2
48

アンカーボルトD38(SD345)

埋込み長=570mm

 2-PL  210 X 22 X 1420 (SM490A)

9

15
1
95

19515

20

 1- 緩衝材 200 x 50 x 600(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

 6- BN M16 x 85(1-Uナット,2-W付)

アンカーボルト詳細図 縮尺 1:12.5

22 22

6
00

22
22

98
98

300

98

2
00

30 20

緩衝材詳細図

50
1
00

50

70 70

600
50

50
1
00

50

2
00

230 230

2
00

20

50
1
00

50

25 600 25

70 230 230 70

座金内径 φ39

フィラープレート孔 φ56

座金 98x98x22

2
20

アンカーボルト長 700

埋込み長 570

削孔長 580

M
36

2229

570

15

10

ネジ切り長130

削
孔

径
 
φ
48

ア
ン

カ
ー

径
 
D
38

3種ナット(M36用)

1種ナット(M36用)

4372

21

エポキシ樹脂注入

座金(M36用) 38 5

アンカーボルトD38x700

(M36ネジ切り L=130)樹脂パテ材

(t=5mm)

650 175 650 175

503x300=900

6
20

1
4
20

175300

2222

▽橋台上面

248 5 570 10

不陸調整材

樹脂パテ(t=5mm)

シール材

（ブラケット全周）

386

431 436 34

6
20

1
4
20

39
22

5
78

22
5
28

22
2
09

A

A

横桁Web面

50

 2-PL  210 X 22 X  800 (SM490A)

278 164

1000

50 300 300 300 50

22 22 22 22

AA

D - D

38
2
10 2
48

9
a部詳細

15
1
95

300300300

2222

50

2222

5

シール材

（ブラケット全周）

不陸調整材

樹脂パテ(t=5mm)

278 278 278 278 278 278

C C

164

25 600 25

70 230 230 70

70 230 230 70

2560025

650

175

38
2
102
48

9

15
1
95

175 300

22 22

50

278164 164

7023023070

25 600 25

650 350

 2-PL  195 X 22 X  164 (SM490A)

8
26

5
94

8
09

6
11

ブラケット1基当り(製作数: 6基)

50

175

1000 1000

1000

50

1000

L1 L2 L3 L4

▽橋台上面

1.7%

34

6-φ39孔

7

9

a部詳細図 S＝1:12.5
φ
19

φ
40

3850

2030

BN M16x85

(1-Uナット,2-W付)

緩衝材

(クロロプレンゴム)

緩衝材取付詳細図 S＝1:12.5 シール材詳細図 S＝1:5

20

20

シール材

不陸調整材 ベースプレート

樹脂パテ(t=5mm)

[詳細図]

1）特記なき材質は全てSS400とする。 

2）特記なきスカーラップはR50とする。

5）既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　 実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　 また、既設鉄筋と干渉した場合は、断面照査の上に、

　 アンカーボルト位置の調整を行うこと。

注記）

4）部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

   膜厚は、JIS H 0401 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3）ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作

   をおこなうこと。

6）既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

7）アンカーボルトはネジ切部のみ、溶融亜鉛めっきとする。

8）アンカーボルトは接着系アンカーとする。 

 9）アンカーボルト間隔は5d(d:アンカー径)以上を

   確保すること。 

R50

高梨高架橋(上り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ９側)
落橋防止構造ＭーＱ１ 構造図

(その２)

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

typeB

200300300typeA

H3H2H1

寸法表

300300190

L3L2L1

4210

製作数L4

180300320 350270160 2220
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1）図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

    ように留意すること。

3）既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

6）検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施すること。

注記）

4）アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

5）無収縮モルタルの設計基準強度は、σck＝24N/mm2

　  以上とする。

2）上下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

図面番号

図面の種類

設計会社名

縮　　　尺

事務所名
長　 野 　工　 事　 事　 務　 所
東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図　示

高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ９側)
落橋防止構造ＭーＱ２ 構造図

富士技研センター株式会社

S=1:80高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ９側) 落橋防止構造ＭーＱ２ 構造図(その１)

[取付図]

設計移動量

支承高さ

1544 kN設計水平力

１本当たりの引張力

150 mm

257 kN

55 mm

保有水平耐力 1527 kN

落橋防止構造　設計条件

(その１)

正 面 図

G11 G10 G9 G8 G7 G6 G5 G4 G3 G2 G1

平 面 図

723 10×1002.2=10022 255

11000

4
30

4
70

3
24

5
76

9
00

1
8
00

9
00

2
52

75
°
25
'3
5"

P
11
B側

P
9
B側

P
1
0B

513 10×1002.2=10022 724

723 9555 982

11260

324576

900 900

1800

側 面 図

P11B側P9B側

P10B

4250 2500 4250

723 10×1002.2=10022 255

11000

55
1
1
15

75

200

1
0
00

1
4
06

1
0
00

1
5
94

573 405

A1
P11B P12B P13B P14B P15B P16B P17B P18B P19B P20B P21B A2

P10BP1B P2B P3B P4B P5B P6B P7B P8B P9B

P1A P2A P3A P4A P5A P6A P7A P8A P9A P10A P11A P12A P13A P14A P15A P16A P17A P18A P19A P20A P21A

落橋防止構造M-Q2

位置図
346 346

34
4
36

1759 1000 1007 1000 1007 1000 1228

4
31

34436431

落橋防止構造M-Q2

1759 1000 1007 1000 1007 1000 1228

typeA

落橋防止構造M-Q2

落橋防止構造M-Q2

8
00

6
20

1
4
20

386

アンカーボルト   D38×700

コンクリート削孔 φ48×580
埋込み長=570mm

248 5

1000 1000 1000

1000 1000 1000

typeA typeBtypeB typeA typeA

6
20

8
00

6
20

8
00

6
20

8
00
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図面番号

図面の種類

設計会社名

縮　　　尺

事務所名
長　 野 　工　 事　 事　 務　 所
東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図　示

富士技研センター株式会社

高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ９側) 落橋防止構造ＭーＱ２ 構造図(その２)

[詳細図]

8
00

H1
H2

H3

1000

L1 L2 L3 L4

1
4
20

5
50

6
00

50

175

50 3x300=900 50

6-φ39孔

210 38 50

38210

8
00

2
20

5
50

6
00

50

9

7

2
00

緩衝材

175

A - A

B

B

D D

C - C

B - B

38
2
10 2
48

アンカーボルトD38(SD345)

埋込み長=570mm

9

7

9

a部詳細図 S＝1:12.5

15
1
95

19515

20

アンカーボルト詳細図 縮尺 1:12.5

22 22

6
00

22
22

98
98

300

98

φ
19

φ
40

3850

2030

BN M16x85

(1-Uナット,2-W付)

緩衝材

(クロロプレンゴム)

2
00

30 20

緩衝材詳細図

50
1
00

50

70 70

600
50

50
1
00

50

2
00

緩衝材取付詳細図 S＝1:12.5

230 230

2
00

20

50
1
00

50

25 600 25

70 230 230 70

座金内径 φ39

フィラープレート孔 φ56

座金 98x98x22

2
20

アンカーボルト長 700

埋込み長 570

削孔長 580

M
36

2229

570

15

10

ネジ切り長130

削
孔

径
 
φ
48

ア
ン

カ
ー

径
 
D
38

3種ナット(M36用)

1種ナット(M36用)

4372

21

エポキシ樹脂注入

座金(M36用) 38 5

シール材詳細図 S＝1:5

20

20

シール材

不陸調整材 ベースプレート

アンカーボルトD38x700

(M36ネジ切り L=130)樹脂パテ材

(t=5mm)

樹脂パテ(t=5mm)

650 175 650 175

503x300=900

6
20

1
4
20

175300

2222

▽橋台上面2.21% ▽橋台上面

248 5 570 10

不陸調整材

樹脂パテ(t=5mm)

シール材

（ブラケット全周）

386

431 436 34

6
20

1
4
20

39
22

5
78

22
5
28

22
2
09

A

A

横桁Web面

typeB

200300300typeA

H3H2H1

寸法表

300300200

L3L2L1

50

278 164

1000

50 300 300 300 50

22 22 22 22

AA

D - D

38
2
10 2
48

9
a部詳細

15
1
95

300300300

2222

50

2222

5

シール材

（ブラケット全周）

不陸調整材

樹脂パテ(t=5mm)

278 278 278 278 278 278

C C

164

25 600 25

70 230 230 70

70 230 230 70

2560025

650

175

38
2
102
48

9

15
1
95

175 300

22 22

50

278164 164

7023023070

25 600 25

650 350

4200

製作数L4

180300320 350270200 2180

8
11

6
09

8
33

5
87

44

50

175

1000 1000

1000

50

1000

L1 L2 L3 L4

6-φ39孔

 6-アンカーボルト

 6-NUT M36 (第3種)

D38 x 700(SD345)

 1-PL

 7-PL

 6-PL

1000 X 38 X 1420 (SM490B)

 195 X 22 X  278 (SM490A) 

  98 X 22 X   98 (SM490A) 

 6-NUT M36 (第1種)

 2-PL  210 X 22 X 1420 (SM490A)

 1- 緩衝材 200 x 50 x 600(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

 6- BN M16 x 85(1-Uナット,2-W付)

 2-PL  210 X 22 X  800 (SM490A)

 2-PL  195 X 22 X  164 (SM490A)

ブラケット1基当り(製作数: 6基)

1）特記なき材質は全てSS400とする。 

2）特記なきスカーラップはR50とする。

5）既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　 実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　 また、既設鉄筋と干渉した場合は、断面照査の上に、

　 アンカーボルト位置の調整を行うこと。

注記）

4）部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

   膜厚は、JIS H 0401 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3）ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作

   をおこなうこと。

6）既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

7）アンカーボルトはネジ切部のみ、溶融亜鉛めっきとする。

8）アンカーボルトは接着系アンカーとする。 

 9）アンカーボルト間隔は5d(d:アンカー径)以上を

   確保すること。 

R50

部材名 材種 断面 長さ 員数 単位質量 単品質量 質量 材質 NET

ブラケット

アンカーボルト

ボルト(1-UN,2-W付)

鋼 材 数 量（下部工）

PL 1000 × 38 1420 1 298.3 423.6 424 SM490B

PL 210 × 22 1420 2 36.3 51.5 103 SM490A

PL 195 × 22 278 7 33.7 9.4 66 SM490A

DB D38 700 6 8.95 6.3 38 SD345

NUT M36 6 0.397 2 SS400

NUT3 M36 6 0.287 2 SS400

座金 98 × 22 98 6 16.9 1.7 10 SM490A

BN M16 85 6 0.217 1 SS400

Σ= 715 kg1基当り

6*Σ= 4290 kg全6基

PL 195 × 22 164 2 33.7 5.5 11 SM490A

PL 210 × 22 800 2 36.3 29.0 58 SM490A

高梨高架橋(下り線) Ｐ１０橋脚(Ｐ９側)
落橋防止構造ＭーＱ２ 構造図

(その２)

S=1:25

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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17400 14630 370 320 18945 335
485

14115

PC単純プレテンション T桁橋 L=19600

高梨高架橋   下り線 橋長    396900
STA

.25
+16

.40
0

STA
.25

+36
.00

0

18100 400 320 18945 335485 14115

PC単純プレテンション T桁橋 L=19600

高梨高架橋   上り線 橋長 396900

STA
.25

+16
.40

0

STA
.25

+36
.00

0

P11B

P10B

P8B

P9B

P8A

P9A P10A

P11A

5500

5000

250 250

1
4
7

6°

長
野
電
鉄

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

1:250

高梨高架橋

鉄道保安要員 配置図

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

平面図

2.列車見張員は足場設置撤去時に配置する。

注記）1.列車見張員を施工する橋脚側に1名配置する。

高梨高架橋 鉄道保安要員 配置図

長野電鉄 列車見張員Ａ(Ｐ９橋脚,Ｐ１０橋脚)

S=1:250

列車見張員A

凡　例
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中分

下り線

上り線

KP 136.7

STA.16+20.838
KP 136.8 KP 136.9 KP 137.0 KP 137.1 KP 137.2 KP 137.3 KP 137.4

KP136.679

KP137.479

KP136.832
CD-DT1-P

KP136.873
C2A

KP136.973 KP137.023

KP137.073

KP137.107

KP137.395

KP137.435KP137.299

ET-C

非常電話設備(下り)

資産管理番号

KP137.328
CD-SD1

引込柱

資産管理番号

C2A C1A

C2A

CD-DT1-P
CF-DT1-P

CD-DT1-P

C2A

CCP-AP0.65-60P

VE42(1)54(1)   152.9

CCP-AP0.65-60P

VE54(2)        100.0

S50(2)
CCP-AP0.65-60P

VE54(2)         41.1

CCP-AP0.65-60P

VE54(2)         50.0

CCP-AP0.65-60P

VE54(2)        50.0

CCP-AP0.65-60P

VE54(2)       34.1

S50(2)

CCP-AP0.65-60P

VE42(1)54(1)   220.9

CCP-AP0.65-60P

VE42(1)54(1)  66.9

CCP-AP0.65-30P      

PS25(4)        20.0

CCP-AP0.65-30P

PS25(4)        19.5

FP30(1)   29.0

S50(2)

CCP-AP0.65-60P
VE54(2)   40.6

CCP-AP0.65-60P

VE54(2)   44.0

CCP-AP0.65-30P      

PS25(4)        20.0

CCP-AP0.65-30P

PS25(4)        19.5

44-48SM+4K-WBB2  935.8 24-48SM+4K-WBB2  1426.2

KP137.328
ET-C

20-0SM+OGI+4K-IF1(P01)

44-48SM+4K-WBB2 44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2 44-48SM+4K-WBB2

24-48SM+4K-WBB2

24-48SM+4K-WBB2

V

A

J

TC

気50

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

KP136.699

可変速度規制標識

資産管理番号

須坂長野東 3-250

FP30(2)
CCP-AP0.65-10P

FP30(2)
VVR5.5sq-2C

50

50

50

KP136.697
HH EA-C1

136.7KP～137.4KP高梨高架橋　配線系統図（その１）(参考図）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋　配線系統図（その１）（参考図）
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中分

下り線

上り線

KP 137.5

STA.24+20.838 KP 137.6 KP 137.7 KP 137.8 KP 137.9 KP 138.0 KP 138.1 KP 138.2

KP137.479 KP138.279

KP138.279

KP137.510
C2A

KP137.585 KP137.635 KP137.685 KP137.779 KP137.826 KP137.979 KP138.083

可変速度規制標識

資産管理番号

KP138.032
非常電話設備(下り)C2A C1A C2A C2A CD-DT1-P CD-DT1-P

資産管理番号
CD-DT1-P
ET-A

KP138.032

ET-A
資産管理番号

非常電話設備(上り)

引込柱

資産管理番号

CCP-AP0.65-60P

VE54(2)        75.0

CCP-AP0.65-60P

VE54(2)        94.15

CCP-AP0.65-60P
VE54(2)         50.0

VE54(2)         50.0

VE54(2)        31.0

CCP-AP0.65-60P

CCP-AP0.65-60P

S50(2)
S50(2) S50(2) PS40(1)50(1)

CCP-AP0.65-60P
VE54(2)        46.35 CCP-AP0.65-60P

VE54(2)         53.0CCP-AP0.65-60P

VE42(1)54(1)  153.73

CCP-AP0.65-60P

VE42(1)54(1)   247.0

PS25(3)        12.0

CCPA-AP0.65-30P

PS25(3)        13.2

CCP-AP0.65-30P

PS25(3)        12.0

CCPA-AP0.65-30P

PS25(3)        13.2

CCP-AP0.65-30P

CCPA-AP0.65-10P

CCP-AP0.65-10P

CCP-AP0.65-10P

KP138.060

専用柱

EA-C1

VICS(2.5G）

KP138.089

可変速度規制標識

資産管理番号

KP138.057

専用柱

EA-C1

VICS(5.8G）

CCP-AP0.65-20P
E1-FP30(2)

CCP-AP0.65-10P
E1-FP30(2)

須坂長野東 4-3

須坂長野東 3-3

24-48SM+4K-WBB2  1426.2

V

A

J

TC

気50

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

50

50

50

50

50

50

50

50

CCP-AP0.65-10P
FP30(1)

CCP-AP0.65-10P
FP30(1)

VVR3.5sq-2C,IV3.5sq
FP30(1)

VVR3.5sq-2C,IV3.5sq
FP30(1)

KP138.081
HH EA-C1

KP138.087
HH EA-C1

137.5KP～138.2KP高梨高架橋　配線系統図（その２）(参考図）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

高梨高架橋　配線系統図（その２）（参考図）
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